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町報かわにし
№ 1171

平成３０年８月１５日

　表
紙
を
飾
っ
た
ズ
ッ
キ
ー
ニ
農
家
の
お
孫
さ
ん

は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
収
穫
作
業
を
す
す
ん
で
手

伝
う
そ
う
で
す
。
学
校
で
の
学
び
も
も
ち
ろ
ん
大

切
で
す
が
、
夏
休
み
中
の
家
業
の
お
手
伝
い
も
貴

重
な
学
び
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　国
内
観
測
史
上
の
最
高
気
温
が
記
録
さ
れ
る
ほ

ど
の
暑
さ
、
西
日
本
や
県
内
で
豪
雨
災
害
が
発
生

す
る
な
ど
、
今
年
は
異
常
気
象
の
夏
で
す
。
災
害

時
に
テ
レ
ビ
で
見
か
け
る
「
避
難
指
示
」「
避
難

勧
告
」
を
本
号
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
際
に

意
味
を
覚
え
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　悠

　
　編

　後
　集

　記
　みちのくやんちゃ留学に参加した東京の子ども
たちが口をそろえて話したのは「米沢牛のバーベ
キューがとても美味しかった」ということ。山形が
誇るブランド牛をまた食べに来てほしいものです。

　ＪＲＣ活動を通して集まった募金を、本町と交流のある岩手県大槌町へ届けてもらおうと、町役場を訪れまし
た。昨年は修学旅行で大槌町を訪ね、直接大槌町長に募金を渡しています。現地で復興の様子を目の当たりにし
ましたが「まだまだ続けなくては」と感じ、今年も募金活動に取り組んだそうです。募金を大槌町に届けるこの
取り組みは、今年で８年目を迎えます。
　原田町長に募金を手渡した２人は「大槌町が一日でも早く復興してほしい」「大槌町が明るく元気な場所に戻っ
てほしい」との願いを話してくれました。

玉庭小学校児童会　会　長　大木明
あ か り
香里さん（６年生）　【写真中央】

　　　　　　　　　副会長　齋藤　実
み お
桜さん（６年生）　【写真右】

未来に向かって　～第２９回～
岩手県大槌町の一日でも早い復興を！

◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

おいしいズッキーニ めしあがれ！

◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

平成30年平成30年平成30年

88
vol 1171～夏休みに収穫をお手伝い～

◆町ホームページ◆
町の情報を要チェック！
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８月の町税等 川西町の人口

15,289 人　（－ 32）
男　　　7,486 人（－ 11）
女　　　7,803 人（－ 21）
世帯数　5,088 世帯 ( － 6)

※７月末日現在の住民基本台帳人口

●町・県民税　　　　　　（２期）
●国民健康保険税　　　　（２期）
●介護保険料　　　　　　（２期）
●後期高齢者医療保険料　（２期）
●上下水道使用　　（７月使用分）
口座振替日　８月２８日㊋
納付期限　　８月３１日㊎

【おめでとう そして ありがとう】
は、７月に掲載の申し込みがあっ
た方のみ掲載しています。
氏名は、申込書のとおり掲載して
いますので、戸籍や住民基本台帳
の表記と異なる場合があります。

…７月受付分…

氏名 年齢（満） 大字

髙橋はる子 ９２ 玉　庭
池田　よツ ９６ 時　田
奥村　とよ ８５ 黒　川
内谷美世子 ７８ 下奥田
安部カホル ９９ 西大塚
大木　たか １０７ 時　田
平　　重憲 ６５ 洲　島
伊藤　彦弥 ８３ 吉　田
山口　しけ ８７ 大　塚
後藤　昭一 ９１ 上小松
鷲尾　ヤエ ８３ 上小松
髙橋　ゑい ８６ 吉　田
丹野　正德 ７７ 高　山
遠藤　ふく ９８ 朴　沢
狗川　ユキ ８９ 上小松
須貝　まつ ９２ 小　松
黒沢　真澄 ６１ 堀　金
飯澤　六郎 ７８ 西大塚
小関　伊助 ９５ 東大塚
小杉　　栄 １００ 洲　島
近野　昭三 ９０ 尾長島
髙橋　克己 ９２ 洲　島

新郎　　　　　　　新婦 大字

川崎　義和 ♥ 我妻樹里亜 時　田
大木　裕輔 ♥ 菊池　直美 大　舟
高橋　隆典 ♥ 加藤　　瞳 小　松

氏名 性別 保護者 大字

佐藤　杏
あ ん り

莉 女 忍 ・ 千夏 高　山
島貫　結

ゆ づ き
月 女 隼 ・結花里下小松

松浦　圭
け い ご

吾 男 佑介 ・ 愛 上小松
菅野　修

しゅうご
伍 男 勇 ・詩寿恭時　田

小関　日
ひ な た

向 女 孝大 ・麻衣子上小松
川崎　心

こ は る

晴 女 和晴 ・ 絹 黒　川
中川実

み の り

乃李 女 秀人 ・ 桃菜 玉　庭
洞内　優

そ ら

空 男 清志 ・ 麻耶 上小松
田制　芽

め い

依 女 一貴 ・ 愛 西大塚

おめでとう そして ありがとう

ようこそ赤ちゃん ９名

ご結婚おめでとう　３組

ご冥福を祈ります

ジジと一緒にパックン！元気に育ちますように
　　　○撮影：勝見佳奈（下小松）
　　　○撮影場所：五番公民館の前

あなたの「かわにし映え」する写真毎月 3組募集中！

　あなたが撮った、「町の風景・スポット・人」の写真を大募集。「氏
名」「住所・電話番号」「写真の説明（２0字前後）」を記入し、写
真を添付してメールでご応募ください。応募写真は、ホームページ・
フェイスブックでも掲載させていただきます。
▶ 次号募集期間：８月１５日㈬～８月３１日㈮
▶ 応募先：koho@town.kawanishi.yamagata.jp→
▶ その他：詳細は町ホームページをご覧ください。
※応募者は、注意事項を承諾していただいたものとみなします。

©大坪聡一郎ジジと一緒にパックン！元気に育ちますように

わが家から見える大好きな景色です
○撮影：荒井和子（下奥田）
○撮影場所：自宅の前

わが家から見える大好きな景色です

【特集】東沢でしかできない体験を
～やんちゃ留学からみえる東沢地区の地域づくり～

　32
年
前
の
昭
和
61
年
。
東
沢
地
区
に
お
い

て
そ
の
年
に
産
ま
れ
た
子
ど
も
は
２
人
だ
け
。

当
時
、
押
し
寄
せ
る
少
子
化
の
激
し
さ
に
、

小
学
校
の
存
続
や
教
育
の
質
の
維
持
、
さ
ら

に
は
地
区
の
存
続
自
体
に
も
危
機
感
を
覚
え

る
住
民
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　そ
ん
な
中
、
地
区
の
有
志
が
農
都
交
流
を

起
爆
剤
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
検
討
し
、
地

区
内
の
全
戸
が
加
入
す
る
「
山
村
留
学
協
力

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
町

と
同
じ
く
ダ
リ
ア
園
を
有
す
る
東
京
都
町
田

市
の
小
学
生
た
ち
を
地
区
で
受
け
入
れ
る

「
み
ち
の
く
や
ん
ち
ゃ
留
学
」
を
通
し
た
交

流
を
始
め
た
取
り
組
み
は
、
現
在
ま
で
続
い

て
い
ま
す
。

　や
ん
ち
ゃ
留
学
は
、
東
沢
地
区
に
何
を
も

た
ら
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
町
田
市

か
ら
の
参
加
者
や
地
区
住
民
に
と
っ
て
、
や

ん
ち
ゃ
留
学
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　ぼ
ん
や
り
と
聞
こ
え
が
ち
な
「
地
域
づ
く

り
」。
今
回
は
、
今
年
行
わ
れ
た
「
み
ち
の

く
や
ん
ち
ゃ
留
学
」
の
模
様
や
東
沢
地
区
の

み
な
さ
ん
の
声
を
も
と
に
、
改
め
て
「
地
域

づ
く
り
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

みちのくやんちゃ留学
データあれこれ

◆今年で２８回目
　※平成３年から実施
◆いままでの留学生数
　【短期留学】７８２名
　【長期留学】 ４５名
　※長期は学期単位

永
ながめ
目俐

りひ と
仁くん（５年生）

　初めて流しそうめんを
体験できたのが良い思い
出です。米沢牛のＢＢＱ
もとてもおいしかったで
す。

美
み の べ
濃部篤

あつや
哉くん（５年生）

　町田市にはない自然や
虫を発見することができ
ました。知らない名前の
虫を実際に見ることがで
きて良かったです。

北川蒼
そうた
大くん（４年生）

　田舎の良いところ、都
会の良いところを両方実
感できる刺激的な時間で
した。魚釣りが楽しかっ
たです。

東
京
都
町
田
市
の

　
　
　
　

　小
学
生
た
ち
全
員
に

　
　

　
　参
加
し
た
感
想
を

　
　

　
　
　お
聞
き
し
ま
し
た
！

～
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
～
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みんなで
食 育

　暑い日が続き、さっぱりしたものや冷たいも
の、同じものばかり食べていませんか？栄養の
偏りは、さらなる夏バテを招くことも。バラン
スよく食べることを心がけましょう。

　午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

　８
月
の
定
休
日
：
８
月
22
日
㈬

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
６
４

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

偏った食事に
なっていませんか？

美
味
し
さ
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

　
森
の
マ
ル
シ
ェ
の
よ
う
な
直
売
所
が
出

来
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
ま
し
た
。
出

荷
者
と
し
て
町
の
活
性
化
に
関
わ
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

　ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
夏
野
菜
の
新
定
番
に

な
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
そ
の
美

味
し
さ
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。 川崎 洋一 さん

（ 時 田 ）

　今
月
の
旬
の
食
材
は
「
ズ
ッ
キ
ー
ニ
」

で
す
。
緑
で
細
長
い
形
か
ら
き
ゅ
う
り
の

仲
間
だ
と
誤
解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は

か
ぼ
ち
ゃ
の
一
種
。
一
方
、
食
味
は
な
す

に
近
く
、
ほ
の
か
な
甘
み
と
苦
み
が
特
徴

で
す
。
β-

カ
ロ
テ
ン
が
豊
富
で
、
そ
の

他
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
類
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　イ
タ
リ
ア
料
理
や
フ
ラ
ン
ス
料
理
な
ど

に
よ
く
使
わ
れ
る
ズ
ッ
キ
ー
ニ
で
す
が
、

日
本
で
広
ま
り
始
め
た
の
は
１
９
８
０
年

代
か
ら
。
現
在
は
一
般
家
庭
で
も
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
出
荷
量
、
消
費
量
と

も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　フ
ラ
ン
ス
料
理
「
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ
」
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
加
熱
調
理
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
生
食
も
可
能
で
す
。

薄
切
り
に
し
て
浅
漬
け
や
ピ
ク
ル
ス
な
ど

に
す
る
と
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

ズッキーニの
からし和え

✿ 材料＜４人分＞
○ズッキーニ　　　２本
○塩　　　　　　　小さじ１／２
○酢　　　　　　　大さじ２　　
○はちみつ　　　　大さじ１
○練からし　　　　小さじ１
○すりごま（白）　 大さじ２

✿ 作り方
①ズッキーニは縦半分にし、５ｍｍ厚の半月切りして   
　塩でもむ。
②酢とはちみつ、練からしを混ぜておく。
③ズッキーニの水気を絞り、②で混ぜたものを和えて
　しばらくおいて、味をなじませる。
④器に盛り付け、白ごまをふりかける。

問町健康福祉課　健康推進グループ　☎４２ー６６４０
( 一人分当たり：エネルギー 59kcal　 塩分相当量　0.8 ｇ　野菜 80 ｇ )

加熱しても生でも美味！
夏野菜の新定番

食事に３つの仲間をとりいれましょう

ごはん

麺・パン

エネルギー

の素

肉・魚・卵

大豆製品

乳製品

筋肉や骨をつくる

たんぱく質が豊富

野菜・海藻

きのこ

体を整える

ビタミン・ミネラル・

食物繊維が豊富

工藤海
かいや
也くん（４年生）

　白いご飯がおいしくて
ご飯が好きになりました。
食べ物はおいしいし、自
然がいっぱいで、良い夏
休みになりました。

尾瀬拓
たくま
真くん（４年生）

　町田市ではあまり見え
ない星空がきれいに見え
てうれしかったです。毎
日つや姫のご飯を食べら
れて幸せでした。

鈴木乃
の ん
穏さん（３年生）

　周りの自然や田んぼ
アートなどを見ることが
できて良かったです。４
日間ずっと楽しく過ごせ
ました。

羽
は ぶ
生朱

あか ね
音さん（３年生）

　星空観察でいろんな星
座や土星がはっきり見え
て感動しました。食べ物
もおいしかったので、ま
た山形に来たいです。

佐藤悠
ゆうが
河くん

（小松小５年生）
　昨年も参加して町田の子
どもたちと仲良くなりまし
た。一緒にサッカーやかく
れんぼをして楽しく過ごせ
ました。

佐々木那
な な み
菜美さん

（小松小５年生）
　今年も町田市の子と交流
したいと思い参加しました。
今年から通う小松小で新し
い友だちができた経験があ
るからこそ、町田の子ども
たちとも昨年に比べてすぐ
仲良くなれました。

齋藤玲
れいな
奈さん

（小松小１年生）
　楽しそうなイベントだっ
たので初めて参加しました。
町田市の子たちと一緒に流
しそうめんを食べられたこ
とが思い出に残りました。

東
沢
地
区
の
小
学
生
に
感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
！

やんちゃな留学生たち 滞在の思い出

　東京都からはるばる山形県川西
町にやってきた留学生たち。東沢
地区に向かう道中、初めて田んぼ
アートを見てびっくり！
　受け入れ式では少し緊張しなが
らも、一人ひとり自己紹介。
　長旅の疲れはどこへやら、元気
いっぱいにホールで遊びました。

【１日目】

　地区の若者（ヤング班）に指導
されながら、竹棒を削って箸づく
り。出来た手づくりの箸で流しそ
うめんを堪能した子どもたちは満
面の笑みでした。
　魚釣りや夜の星空観察も行い、
夏の思い出盛りだくさんな一日を
過ごしました。

【３日目】

　この日から東沢地区の小学生も
合流し、お昼ご飯に手づくりのピ
ザづくりに挑戦！焼き上げはなん
と一斗缶で出来た釡です。
　午後は、フィールドアスレチッ
クやネイチャーゲームを体験。そ
の後も元気に夜まで遊び続けるパ
ワフルな子どもたちでした。

【２日目】

　毎朝恒例のラジオ体操、お掃除
散歩のあと、最後の朝食を終えて
東沢地区とはお別れです。
　かわにし森のマルシェでお土産
を買ったあとは、いよいよ解散式。
４日間の思い出を語り合いながら
昼食をとり、子どもたちは帰路に
就きました。

【４日目】　≪最終日≫
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玉
庭
地
区
で
生
ま
れ
る
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
玉
庭
夏
ま
つ
り
・
あ
す
な
ろ
青
空
演
奏
会
～

　町
衛
生
組
織
連
合
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
、
ダ
リ
ヤ
園
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
水
路

の
清
掃
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
の
活
動
は
ダ
リ
ヤ
園
の
開
園
前
に
合
わ

せ
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
今
年
は
20
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　と
て
も
暑
い
中
、
約
１
５
０
ｍ
の
水
路
に

た
ま
っ
た
落
ち
葉
や
雑
草
な
ど
を
、
ス
コ
ッ

プ
や
手
で
バ
ケ
ツ
１
０
０
杯
分
ほ
ど
片
付
け

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
き
れ
い
な
水
路
に
な

り
ま
し
た
。

　町
衛
生
組
織
連
合
会
の
み
な
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

開
園
前
に
ダ
リ
ヤ
園
を
き
れ
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　～
町
衛
生
組
織
連
合
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
～

▲水路を清掃する町衛生組織連合会のみなさん

　ド
イ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ー
ゲ
ン
ト
（
ス
ポ
ー

ツ
連
盟
青
少
年
部
門
）
か
ら
16
～
20
歳
の
ド

イ
ツ
人
少
年
少
女
８
名
が
来
町
し
、
町
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
員
ら
18
名
と
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
通
し
た
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
置
賜
地
区
協
議
会
が

主
管
す
る
こ
の
事
業
で
、
町
が
ド
イ
ツ
人
青

少
年
を
受
け
入
れ
る
の
は
20
年
ぶ
り
４
回
目

で
す
。

　グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
は
、
同
じ
組
の
人

と
ド
イ
ツ
式
の
じ
ゃ
ん
け
ん
で
打
順
を
決
め

た
り
、
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
時
に
ハ
イ
タ
ッ
チ

す
る
な
ど
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
　

ド
イ
ツ
の
少
年
少
女
た
ち
が
来
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

日
独
交
流
～

▲参加者全員がドイツとの交流を深めた

８/４ 7/16

　7
月
15
日
㈰
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
お
も

い
で
館
で
「
自
然
、
ふ
れ
あ
い
玉
庭
夏
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
玉
庭
地
区
の
方
々
を
は

じ
め
、福
島
県
か
ら
も
多
く
の
方
が
参
加
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　目
玉
企
画
で
あ
る
紙
ひ
こ
う
き
大
会
。
約

45
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
自
分
た
ち
で
工
夫

を
凝
ら
し
て
飛
行
機
を
作
り
、
時
折
強
く
吹

く
風
を
読
み
な
が
ら
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。

　前
進
、
旋
回
、
後
退
、
上
昇
、
急
降
下
な

ど
予
想
で
き
な
い
動
き
を
見
せ
た
飛
行
機
。

最
長
記
録
は
24
ｍ
で
し
た
。

　７
月
29
日
㈰
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芸
術
村
あ
す

な
ろ（
神
奈
川
県
川
崎
市
）が
主
催
す
る「
青

空
演
奏
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　音
楽
に
励
む
小
学
生
30
名
や
指
導
者
な
ど

が
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
お
も
い
で
館

を
拠
点
に
５
泊
６
日
の
合
宿
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
農
業
体
験
や
自
然
観
察
な

ど
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　成
果
発
表
の
場
と
な
っ
た
今
年
で
33
回
目

の
演
奏
会
に
は
、
地
区
住
民
な
ど
約
40
名
が

足
を
運
び
、
歌
声
や
楽
器
演
奏
に
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
合
宿
参
加
者
全
員
に

よ
る
『
ボ
レ
ロ
』
の
演
奏
は
20
分
以
上
に
も

及
び
、
終
盤
に
か
け
て
様
々
な
楽
器
の
演
奏

が
重
ね
ら
れ
て
い
く
様
子
は
、
大
迫
力
で
圧

倒
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

▲風に影響されながらも盛り上がった紙ひこうき大会▲『ボレロ』を演奏する芸術村あすなろのみなさん

23　町報かわにし 平成３０年８月１５日

　今年は町田市からの参加者が例年より少なかったの
ですが、例年どおり子どもたちのうれしそうな顔を見
ることができて良かったです。
　また、東沢小学校が閉校したことで、今までやん
ちゃ留学でやってきた内容を変更せざるを得ない部分
があったため、苦労した面もあります。
　こういった活動は、東沢地区内の若者が集まる機会
にもなりますし、「未来の若者」となる子どもたちと
関わる機会にもなりますので、私たちのような活動を
知ってもらえるきっかけになっています。

髙橋秀典さん（上奥田）
　ヤング班として活動中

ヤング班活動を
　　知ってほしい

　地区の若者団体ヤング
班の一員として、流しそ
うめん体験の運営や、流
しそうめんで使う竹箸づ
くり体験の指導を通して
やんちゃ留学に携わりま
した。

　今回は「田舎の子どもたちと遊ぶことを楽しみに来
る町田市の子どもたちのために」という想いで一生懸
命取り組みました。
　東沢小学校が閉校したことによる今までと異なるス
タイルでのやんちゃ留学は、正直難しい部分もありま
した。そのような状況の中で、東沢地区のみなさんと
最善のやり方を模索し、実行できたのはとても良い経
験になりました。
　自分以外の地域おこし協力隊のみなさんにも支えて
いただき、無事終えることができました。

鈴木篤史さん
地域おこし協力隊としてや
んちゃ留学に関わった

東沢地区の　　　
　パワーを感じた

　地域おこし協力隊の地
域派遣活動の一環で、参
加者の募集や子どもたち
の滞在スケジュール作成
など、今回のやんちゃ留
学の運営全般に関わりま
した。

「
ま
ち
だ
夢
里
の
会
」
が
発
足

　長
年
の
交
流
の
結
果
、
町
田
市
に
「
ま
ち
だ
夢

里
の
会
」
と
い
う
東
沢
フ
ァ
ン
で
あ
る
留
学
生
保

護
者
の
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
組
織
は
、
留
学
後
に
定
期
的
に
開
催
さ
れ

る
同
窓
会
の
運
営
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
東
沢
地
区
収
穫

感
謝
祭
」
の
際
に
、
２
年
に
１
回
、
町
田
市
か
ら

同
窓
生
40
名
ほ
ど
が
、
は
る
ば
る
東
沢
地
区
を
訪

れ
る
か
た
ち
で
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　東
沢
地
区
の
農
産
物
や
、地
区
の
女
性
組
織「
東

沢
夢
工
房
」
が
加
工
販
売
す
る
伝
統
の
味
噌
漬
け

や
山
菜
の
加
工
品
。
こ
れ
ら
の
販
売
に
関
し
て
も
、

ま
ち
だ
夢
里
の
会
が
都
会
で
の
販
売
拠
点
と
な
り
、

東
沢
の
農
産
物
が
都
会
に
進
出
す
る
の
に
、
一
役

買
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
ほ
か
、
ま
ち
だ
夢
里
の
会
会
員
が
自
主
的

に
東
沢
地
区
を
訪
問
す
る
な
ど
、
交
流
の
広
が
り

を
見
せ
て
お
り
、
東
沢
地
区
の
強
力
な
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

東
京
の
お
に
ぎ
り
チ
ェ
ー
ン
店
で

　東沢
の
お
米
が
使
わ
れ
て
い
る

　　

町
田
市
か
ら
や
ん
ち
ゃ
留
学
に
参
加
し
た
児
童

の
保
護
者
が
、
大
手
お
に
ぎ
り
チ
ェ
ー
ン
「
お
む

す
び
権
兵
衛
」
を
手
が
け
る
店
舗
開
発
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
だ
っ
た
こ
と
を
縁
に
、
お
む
す
び
権
兵
衛

が
使
用
す
る
米
と
し
て
、
東
沢
地
区
の
米
を
販
売

す
る
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　お
む
す
び
権
兵
衛
は
、
首
都
圏
を
中
心
に
約
45

店
舗
を
展
開
す
る
大
手
チ
ェ
ー
ン
で
す
。

　お
む
す
び
権
兵
衛
が
使
用
す
る
お
に
ぎ
り
用
の

米
は
、
除
草
剤
１
回
基
準
の
特
別
栽
培
米
で
す
。

特
別
栽
培
米
を
安
定
供
給
す
る
た
め
、
や
ん
ち
ゃ

留
学
の
受
け
入
れ
農
家
や
認
定
農
業
者
で
組
織
す

る
会
社
（
㈱
東
沢
米
翔
）
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
お
に
ぎ
り
用
米
の
取
引
を
平
成
19
年
か
ら

開
始
し
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
お
む
す
び
権
兵
衛
を
運
営
す
る
㈱
イ
ワ

イ
（
東
京
都
）
の
新
入
社
員
研
修
を
地
区
で
受
け

入
れ
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

や
ん
ち
ゃ
留
学
が
東
沢
地
区
に
も
た
ら
し
た
も
の

町報かわにし　4平成３０年８月１５日

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
地
域
の
結
び
つ
き

の
希
薄
化
に
対
応
し
よ
う
と
、
大
塚
地
区
南

方
公
民
館
に
て
「
か
わ
に
し
出
前
講
座
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　南方
公
民
館
が
主
催
し
た
こ
の
講
座
に

は
、
町
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
大
塚
駐
在

所
、
地
域
住
民
な
ど
約
70
名
が
参
加
し
、
住

民
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
の
大
切
さ

を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
座
談
会
で
は
、
介
護
保
険
の
仕
組
み
と
手

続
き
、
住
民
同
士
の
支
え
合
う
福
祉
活
動
の

手
助
け
、
運
転
免
許
証
の
返
納
な
ど
を
、
詳

し
く
、
わ
か
り
や
す
く
講
話
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
地
域
は 

自
分
た
ち
で
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
か
わ
に
し
出
前
講
座
を
開
催
～

▲多くの住民が参加し、耳を傾けた

7/12

　玉
庭
地
区
出
身
で
、
愛
知
大
学
を
創
設
し

た
法
律
学
者
の
本
間
喜
一
先
生
を
顕
彰
す
る

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
約
１
３
０
名
が
講
演

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　講
演
会
で
は
、
愛
知
大
学
地
域
政
策
学
部

教
授
の
功く

ぬ
ぎ刀
由
紀
子
さ
ん
と
、
本
間
喜
一
顕

彰
会
名
誉
会
長
の
越お

ち
ま
こ
と

知
專
さ
ん
の
お
２
人
に

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
の
う
ち
越
知
さ
ん
は
、本
間
先
生
が「
人

を
愛
し
、
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
物
事

に
取
り
組
み
、
自
ら
も
喜
び
を
感
じ
る
」
人

だ
っ
た
と
語
り
、
学
生
愛
・
同
僚
愛
に
満
ち

た
人
物
像
を
賞
賛
し
て
い
ま
し
た
。

様
々
な
視
点
で
語
ら
れ
る
本
間
イ
ズ
ム

　
　
　
　
　～
愛
知
大
学
創
設
者 

本
間
喜
一
先
生
を
顕
彰
す
る
講
演
会
～

▲本間喜一先生のエピソードを語る越知專さん
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　４
コ
ー
ス
36
ホ
ー
ル
の
川
西
ダ
リ
ヤ
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
、
７
月
14
日
㈯

に
は
安
全
祈
願
祭
と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
で
は
、
８
名
の
方
々

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
な
さ
れ
た
後
、
始

球
式
が
行
わ
れ
、
小
松
小
学
校
２
年
生
の
渡

部
芽め

い生
さ
ん
（
上
小
松
）
が
緊
張
し
な
が
ら

も
、
し
っ
か
り
と
ク
ラ
ブ
を
振
り
抜
き
ま
し

た
。　式

典
後
に
は
オ
ー
プ
ン
を
待
ち
わ
び
た
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
方
々
が
、
新
し
い
コ

ー
ス
で
の
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

川
西
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　～
安
全
祈
願
祭
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
を
挙
行
～

▲始球式でショットを見せる渡部芽
め い
生さん

　有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止
に
向

け
た
電
気
柵
設
置
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　東
沢
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
こ
の

日
は
初
め
て
電
気
柵
を
設
置
す
る
方
、
す
で

に
設
置
し
て
い
る
方
、
電
気
柵
に
関
心
が
あ

る
方
な
ど
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　野
生
動
物
の
特
性
や
電
気
柵
の
仕
組
み
な

ど
を
研
修
し
た
後
、
同
地
区
内
の
電
気
柵
設

置
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

支
柱
の
立
て
方
や
電
線
を
張
る
位
置
な
ど
の

質
問
が
相
次
ぎ
、
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま

し
た
。

有
害
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
電
気
柵
設
置
安
全
講
習
会
～

▲実際に電気柵を見ながら研修した

6/29
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年　度 主催団体 名　称 賞の内容
平成 19年度 博報児童教育振興会 博報賞（教育活性化部門）

平成 20年度
ＮＨＫ

全国農業協同組合中央会
日本農業賞（特別部門）

第５回食の架け橋賞
優秀賞

平成 21年度 日本森林技術協会 山村力コンクール 林野庁長官賞（最優秀賞）

平成 22年度
農林水産省 食と地域の「絆」づくり　優良事例

あしたの日本を創る協会
あしたのまち・くらしづくり

活動賞
主催者賞

平成 23年度 オーライ！ニッポン会議 オーライ！ニッポン大賞 審査委員会長賞

平成 24年度
農林水産省

日本農林漁業振興会
豊かなむらづくり全国表彰
（東北ブロック）

農林水産大臣賞

平成 28年度 農林水産省 ディスカバー農山漁村の宝

こ
ん
な
工
夫
も
！

　
　
　

　
　
東
沢
の
地
域
づ
く
り

東
沢
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

　
　
　
　

　
　
　
　
　
「
夢
里
創
造
研
究
所
」

　東
沢
地
区
の
経
営
母
体
「
東
沢
地
区
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
会
議
」
に
付
随
す
る
形
で
、
地
域

振
興
を
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク

と
し
て
「
夢
里
創
造
研
究
所
」
と
い
う
組
織
が
あ

り
ま
す
。

　こ
の
組
織
は
、
米
・
加
工
品
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド

化
や
特
産
品
開
発
な
ど
の
産
業

振
興
を
推
進
す
る
ほ
か
、
若
者

の
定
住
に
向
け
た
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　最
近
で
は
、
旧
東
沢
小
学
校

跡
地
の
利
活
用
に
向
け
た
協
議

も
こ
の
組
織
が
行
っ
て
い
ま
す
。

隣
組
長
に
も
研
修
の
機
会
を

　自
治
会
長
や
地
区
内
各
団
体
の
代
表
者
で
構
成

さ
れ
る
「
運
営
委
員
会
」
と
、
隣
組
長
約
20
名
合

同
で
、
年
２
回
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　研
修
で
は
、
地
区
計
画
の
内

　
　
　
　
　
　
　容
や
推
進
状
況
、
年
間
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　説
明
を
通
し
て
、
よ
り
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　住
民
に
と
っ
て
、
東
沢
地
区
の

　
　
　
　
　
　
　地
域
づ
く
り
を
深
く
理
解
す
る

　
　
　
　
　
　
　こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

東
沢
地
区
で
は
、
町
の
総
合
計
画

と
の
整
合
性
を
意
識
し
て
策
定
さ
れ

た
地
区
計
画
に
基
づ
く
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
お
り
、
現
在
、
５
か
年
計

画
で
あ
る「
第
３
期
東
沢
地
区
計
画
」

の
３
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　東
沢
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業

は
、
依
然
と
し
て
「
担
い
手
不
足
」

で
、
そ
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

を
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
先
の
人
口
減
少
は
避
け
ら

れ
ず
、
地
区
の
中
の
数
々
の
役
職
の

担
い
手
も
今
後
不
足
し
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
通
り
に

い
か
な
く
な
る
部
分
が
出
て
く
る
こ

と
か
ら
、
地
区
内
組
織
の
見
直
し
も

い
ず
れ
必
要
に
な
り
ま
す
。

　移
住
・
定
住
に
向
け
た
取
り
組
み

も
、
重
点
課
題
の
一
つ
で
す
。
移
住

者
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
毎
年
数
人

い
る
も
の
の
、
さ
ら
に
移
住
・
定
住

を
推
進
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て

い
ま
す
。
定
住
は
ヤ
ン
グ
班
、
移
住

は
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
人
口
減
少

に
立
ち
向
か
い
た
い
で
す
。

　今
年
７
月
に
東
京
大
学
農
学
部
ゼ

ミ
に
よ
る
現
地
調
査
が
東
沢
地
区
に

入
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果
物
と
し
て
、

今
後
の
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、

夢
里
創
造
研
究
所
の
中
で
今
後
の
策

に
つ
い
て
、
協
議
を
深
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　全
国
的
に
注
目
い
た
だ
く
こ
と
が

多
い
東
沢
地
区
の
地
域
づ
く
り
。
現

在
、
地
域
づ
く
り
の
シ
ス
テ
ム
が
あ

る
程
度
確
立
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

関
わ
る
住
民
の
数
を
も
っ
と
多
く
で

き
れ
ば
尚
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
区
の
取
り
組
み
に
関
心
が
薄
い
方

も
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
方
も
巻

き
込
ん
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
今
後
の
東
沢
地
区
を
よ
り

良
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

東沢地区協働の
まちづくり推進会議
事務局長
小方啓一さん
（上奥田）

多
く
の
住
民
が
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
ほ
し
い

東
沢
の
地
域
づ
く
り
は

　

　
高
い
評
価
を

　
　
　
　

　
　
受
け
て
い
ま
す
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

酷
暑
が
続
い
て
い
ま
す

　
気
象
庁
が
「
命
に
係
わ
る
高
温
で
こ
れ
は
災

害
で
す
」
と
発
表
す
る
ほ
ど
日
本
列
島
は
猛
暑

に
襲
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
山
形
県
は
、
こ

の
２
か
月
近
く
ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
っ
て
い
ま

せ
ん
。
今
月
に
入
り
そ
の
影
響
は
顕
著
と
な
り
、

農
作
物
や
生
活
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。
今
月
、

県
は
置
賜
管
内
の
農
業
用
水
の
状
況
を
報
告
、

８
月
１
日
現
在
、
水
窪
ダ
ム
、
白
川
ダ
ム
の
貯

水
率
は
、
39
パ
ー
セ
ン
ト
、
17
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
取
水
制
限
を
し
な
が

ら
通
水
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
、
水
稲
は
出

穂
期
を
迎
え
水
が
最
も
必
要
な
時
期
で
す
。
高

温
の
影
響
で
田
に
水
を
貯
め
て
お
く
と
根
に
障

害
が
発
生
す
る
た
め
大
量
の
水
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。
米
沢
平
野
、
白
川
両
土
地
改
良
区
と

も
こ
の
大
事
な
時
期
に
水
を
確
保
し
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
少
雨
が
続
け

ば
８
月
15
日
頃
ダ
ム
も
干
上
が
っ
て
し
ま
う
異

常
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
８
月
３
日
に
白
川

土
地
改
良
区
高
橋
理
事
長
が
来
庁
さ
れ
、
水
が

か
か
ら
ず
白
く
乾
き
き
っ
た
田
が
地
割
れ
し
て

い
る
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
立
ち

枯
れ
状
態
の
イ
ネ
の
姿
に
、
雨
ニ
モ
マ
負
ケ
ズ

の
「
日
照
り
の
時
は
涙
を
流
し
」
が
思
い
浮
か

び
、
胸
が
つ
ま
り
ま
し
た
。
転
作
の
大
豆
、
野

菜
、
果
樹
、
花
な
ど
に
も
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　８
月
４
日
に
川
西
ダ
リ
ヤ
園
の
開
園
式
を
開

催
し
ま
し
た
。
高
温
少
雨
の
た
め
花
は
３
割
程

度
の
開
花
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
従
業
員
の

み
な
さ
ん
は
早
朝
か
ら
夕
方
遅
く
ま
で
猛
暑
の

中
、
芽
か
き
、
除
草
。
水
や
り
と
懸
命
に
努
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
汗
の
結
晶
が

ダ
リ
ア
の
花
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
町

民
の
み
な
さ
ん
に
も
応
援
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　今
年
の
異
常
気
象
、
台
風
が
近
づ
か
な
い
と

解
消
し
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
た
だ
台
風
の

影
響
も
予
想
が
つ
か
ず
、
雨
の
降
り
方
、
風
の

強
さ
は
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
超
え
て
各
地
に
被

害
を
与
え
て
い
ま
す
。
暑
さ
対
策
と
同
時
に
台

風
対
策
に
も
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
西
日
本
豪
雨
災
害
が
本
町
に
発
生
し
な

い
と
い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
今

一
度
、
災
害
発
生
時
に
避
難
す
る
準
備
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　今
年
経
験
し
た
異
常
気
象
は
、
今
後
当
た
り

前
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
だ
け
で
は

な
く
地
球
規
模
で
気
象
状
況
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
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川
西
町
と
言
え
ば
・
・
・

川西町地域おこし協力隊
電　話：０２３８－４２－６６９４
メール：chimaru@ms5.omn.ne.jp

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
年
目
に
な

り
、
こ
の
町
で
改
め
て
痛
感
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
お
米
が

お
い
し
い
」
と
い
う
こ
と
。
よ
そ
で

塩
む
す
び
を
食
べ
た
と
き
に
「
あ

れ
っ
、
全
然
違
う
！
」
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
よ
く
県
外
の
方
に

「
山
形
は
食
べ
物
が
と
て
も
お
い
し

い
」
と
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
こ
れ

は
本
当
ら
し
い
、
と
身
を
も
っ
て
体

感
し
た
出
来
事
で
し
た
。
以
来
、
そ

れ
が
こ
の
町
で
は
当
た
り
前
に
作
ら

れ
、
食
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
幸
せ

を
、
お
米
と
共
に
か
み
し
め
て
い
ま

す
。
お
米
農
家
の
み
な
さ
ん
に
は
、

改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
い
つ
も
、
お
い
し
い
お
米
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　さ
て
、
そ
ん
な
私
は
現
在
、
川
西

町
産
の
お
米
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
を

メ
イ
ン
に
し
た
食
事
を
提
供
す
る
地

域
食
堂
を
つ
く
る
べ
く
、
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
お
店
の
内
装
を
考

え
た
り
、
試
作
・
試
食
を
繰
り
返
し
、

レ
シ
ピ
を
考
え
た
り
。（
そ
の
お
か

げ
も
あ
っ
て
か
、
体
重
が
３
キ
ロ
く

ら
い
増
え
て
い
ま
し
た
…
。）
素
材

の
味
を
活
か
し
つ
つ
、
お
客
様
に
お

い
し
い
！
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

あ
れ
こ
れ
と
研
究
中
で
す
。

　お
に
ぎ
り
の
具
や
お
か
ず
の
リ
ク

エ
ス
ト
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　吉
島
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
前
に
９

月
頃
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
、
工
事

も
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
お
食
事

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
の
み
な
さ

ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て

い
け
た
ら
い
い
な
ー
と
思
っ
て
い
ま

す
。
オ
ー
プ
ン
し
た
際
は
、
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
　
　齋
藤

　尚

▲わたしが握るおにぎり、食べてほしいです！

　今
年
は
、
玉
庭
小
学
校
を
主
会

場
と
し
て
、
玉
庭
地
区
自
主
防
災

会
や
町
消
防
団
な
ど
各
種
団
体
の

協
力
を
得
な
が
ら
開
催
し
ま
す
。

　こ
の
訓
練
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
が
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地

震
の
よ
う
な
地
震
災
害
に
あ
っ
た

と
き
に
「
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た

ら
よ
い
か
」
を
考
え
、
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
行
う

も
の
で
す
。

　今
年
は
、
大
声
発
声
訓
練
（
大

声
大
会
）、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ

る
初
期
消
火
訓
練
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。
煙
体
験
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
災
害
用

伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
体
験
も
で
き
ま

す
の
で
、
地
区
外
の
方
も
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※
一
般
参
観
の
方
は
、
近
隣
の
駐

　車
場
が
手
狭
の
た
め
、
交
通
に

　ご
留
意
く
だ
さ
い
。

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
く
だ
さ
い

震
度
６
強
の
大
地
震
を
想
定

●
災
害
状
況
（
想
定
）

　
平
成
30
年
８
月
26
日
午
前
８
時
、
長な

が
い
ぼ
ん
ち
せ
い
え
ん
だ
ん
そ
う
た
い

井
盆
地
西
縁
断
層
帯
を
震
源

地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
７
（
震
度
６
強
）
と
推
定
さ
れ
る

大
規
模
地
震
の
発
生
を
想
定
し
て
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

　午
前
８
時
・
・
・
・
・
災
害
発
生
（
震
度
６
強
の
地
震
）

　午
前
９
時
15
分
・
・
・
現
地
対
策
本
部
設
置
（
玉
庭
小
学
校
）

　正
午
・
・
・
・
・
・
・
終
了
予
定

《
各
種
訓
練
等
》

　避
難
訓
練
、大
声
発
声
訓
練
（
大
声
大
会
）、初
期
消
火
訓
練
（
バ

　ケ
ツ
リ
レ
ー
）、
火
災
防
御
訓
練
、
水
道
・
道
路
復
旧
訓
練
、
救

　出
救
護
訓
練
、
食
料
供
給
訓
練
、
地
震
体
験
訓
練
、
煙
体
験
訓
練

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー
プ 
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●
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

　
当
日
の
午
前
８
時
に
中
郡
・
玉
庭
・
東
沢
で
、
訓
練
の
た
め
災
害

発
生
を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

●
通
行
制
限
さ
れ
ま
す

　
玉
庭
小
学
校
周
辺
の
道
路
を
、
当
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で
、

一
部
通
行
制
限
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

日
時

　８
月
26
日
㈰ 

午
前
９
時
～

場
所

　玉
庭
小
学
校
周
辺
（
小
雨
決
行
）

９
月
９
日
は
救
急
の
日

　
　
　
　
　
　～
９
月
３
日
か
ら
９
日
は
救
急
医
療
週
間
～

　平
成
29
年
中
の
救
急
出
動
件
数

は
７
０
０
件
で
、
前
年
を
上
回
り

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
６
６
９
人
が

搬
送
さ
れ
、
１
日
あ
た
り
約
２
件

の
出
動
で
、
町
民
23
人
に
１
人
が

搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　近
年
、
全
国
的
に
救
急
車
の
出

動
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
救

急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の

時
間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た

人
の
約
半
数
が
「
入
院
を
必
要
と

し
な
い
軽
症
」
と
医
師
か
ら
診
断

さ
れ
る
現
状
も
あ
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
に
上
手
に

救
急
車
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
総
務
省
消
防
庁
で
は
「
救
急

車
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
」
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

救
急
車
を
上
手
に
使
お
う

川
西
町
内
の
救
急
の
特
徴

▼
日
時

　９
月
９
日
㈰

　
　
　
　
　
　午
後
１
時
～
４
時

▼
対
象

　中
学
生
以
上
の
方

▼
場
所

　川
西
消
防
署

　会
議
室

▼
内
容

　心
肺
蘇
生
法
（
人
工
呼

　吸
・
胸
骨
圧
迫
な
ど
）

　
　
　

　Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
な
ど

▼
服
装
・
持
ち
物

　動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、

　筆
記
用
具

▼
申
込

　８
月
31
日
㈮
ま
で
左
記

　に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

　

　
　
　
　
　
　命
を
つ
な
ぐ

～
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
～

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　

　川
西
消
防
署

　☎
42
ー
３
７
０
０

町報かわにし　6平成３０年８月１５日 町報かわにし　20平成３０年８月１５日

　現在の落語人気の火付け
役である春風亭一之輔師匠
が１年半振りにプラザ寄席
に登場します。
　テレビ、ラジオに引っ張
りだこの一之輔師匠。
　チケットはお早めに！
■ 日　時　９月１７日㈪㈷ 　午後３時開演
■ 会　場　フレンドリープラザ（ロビー）
■ 料　金　一般：3,000 円　　会員：2,800 円
　　　　　　高校生以下：1,500 円
　　　　　　※当日券は各 200円増し

フレンドリー
プラザ

春風亭一之輔 独演会 普天間かおり コンサート

■ 日時　９月８日㈯ 　午後３時開演
■ 会場　フレンドリープラザ（ロビー）
■ 料金　 一般：3,000 円　　会員：2,800 円

高校生以下：1,500 円
※当日券は各 200円増し

　その透明感あふれる歌声
と抜群の歌唱力。ハイレベ
ルな音楽性と鋭い感性はま
さに真のアーティスト。
　凛として透き通った声と、
温かく包み込んでくれる表
現力で多くのファンを魅了
しています。

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 17：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫
●９月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

●９月のおはなし会　おはなしのへや
　９月８日㈯　午前 11時～ 11時 30分
　紙芝居と絵本の読み聞かせ。みんなきてね！

こどもの本

おとなの本
『「徹子の部屋』の花しごと』

石橋恵三子著　宮本恵理子構成　産業編集センター刊

　ご長寿番組と知られている「徹子の部屋」。
司会者とゲストのほかに毎日出演している「花」
について書かれた本です。テレビや映画業界
で「消えもの」と呼ばれる「花」を扱い続けて
５０余年。「花」への情熱が感じられる一冊です。

●遅筆堂文庫読書会
　９月２日㈰　午後 2時～

●大人のための夜の図書館 vol .13
　９月１２日㈬　午後７時～ 8時　参加費無料
　『酒の造り方・美味しい酒の見分け方』
　　講師：髙橋義孝さん（中沖酒造 (株 ) 専務）

●おすすめ本のコーナー
　「春風亭一之輔独演会」によせて　落語あれこれ

『ペンギンクルーズ』
　　　　　　　　　　　　　　　のはなはるか作　くもん出版刊

　今日はペンギンかぞくが初めて旅行にで
かける日。氷の港から、あこがれのペンギ
ンクルーズに出発します。南の島に向かう
大きな船の中では、ダンスをしたり、映画
を見たり、みんな思い思いの時間を過ごし
ます。あなたもペンギン達と一緒に旅行し
てみませんか。

●井上ひさし展示室【企画展】
　「井上ひさし　コントの原点」

　今回でファイナルを迎えるＢＢＯ（ブックブックオ
キタマ）！
　よりみちブックイベントの他、トークイベント・ラ
イブクッキング・図書館に泊まろう企画などなど、楽
しい企画が目白押しです！
■ 開催期間
　９月２２日㈯～１０月７日㈰
■ メインイベント
　１０月７日㈰「読書と芋煮の日曜日」

ＢＢＯ Final

　７月２１日、２２日に飯
豊少年自然の家で夏季合宿
を行いました。
　9月２４日㈪には定期公
演を開催します。
　一緒に演劇を楽しみま
しょう！

子ども演劇教室 受講生募集中

　７
月
22
日
㈰
、
消
防
団
に
よ
る

ポ
ン
プ
操
作
の
的
確
さ
を
競
う
川

西
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　今
大
会
に
は
ポ
ン
プ
車
の
部
に

１
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に

12
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
各

チ
ー
ム
と
も
真
剣
な
眼
差
し
で
ポ

ン
プ
操
作
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

●
大
会
結
果

①
ポ
ン
プ
車
の
部
　優
秀
賞
　

　第
４
分
団
第
３
部
１
班
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（中
郡
・
坂
町
）

②
小
型
ポ
ン
プ
の
部

１
位
　第
３
分
団
第
２
部
１
班
　

　
　
　
　
　
　
　（犬
川
・
新
町
）

2
位
　第
３
分
団
第
１
部
１
班
　

　
　
　
　
　
　（犬
川
・
下
小
松
）

３
位
　第
４
分
団
第
5
部
1
班
　

　
　
　
　
　
　
　（中
郡
・
新
町
）

日
ご
ろ
の
成
果
を
発
揮
す
る
熱
戦

～
町
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
～

▲一斉に操作始め！ ▲第３分団第２部 1 班（犬川・新町）▲第４分団第３部 1 班（中郡・坂町）

▼
放
送
内
容
の
再
確
認
方
法

　防
災
行
政
無
線
か
ら
放
送
さ
れ

た
内
容
は
、「
防
災
情
報
テ
レ
フ
ォ

ン
サ
ー
ビ
ス
」

☎
42
ー
４
２
６
１

☎
42
ー
４
２
６
２

☎
42
ー
４
２
６
３

　で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　緊
急
時
に
迅
速
か
つ
確
実
な
情

報
伝
達
が
で
き
る
よ
う
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
に
よ
る
全
国
一
斉
情
報
伝

達
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
訓
練
実
施
日
時

　８
月
29
日
㈬
　午
前
11
時

▼
防
災
無
線
か
ら
の
放
送
内
容

♪
上
が
り
チ
ャ
イ
ム
音

　「こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

　ス
ト
で
す
。」

　「こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
か
わ

　に
し
で
す
。」

♪
下
が
り
チ
ャ
イ
ム
音

※
放
送
内
容
は
予
定
で
す

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

　
　
　
　
　

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
１
２

▲いよいよ佳境 放水始め！

避難情報の種類 発令時の状況 住民のみなさんに求める行動

避難指示
（緊急）

災害の前兆現象発生や切迫し
た状況から人的被害が発生す
る可能性が非常に高まってい
る（または発生した）状況

●避難中の方は確実に避難を完了してください
●まだ避難していない方はすぐ避難所に向かってください
●避難するのに時間的な余裕がない場合は、生命を守る最
　低限の行動をしてください

避難勧告
避難できる方は避難を始めな
ければならない状況
人的被害が発生する可能性が
さらに高まっている状況

●避難所へ避難を始めてください

避難準備
高齢者等避難開始

避難するのに時間がかかる要
配慮者は避難を始めなければ
ならない状況

●高齢者、病人、障がい者の方は支援者とともに避難所へ
　早めの避難を始めてください
●非常持出袋をよういするなどいつでも避難できるように
　準備してください

自主避難 災害の危険が迫っていると自
ら判断した場合の避難

●必要に応じて地域の公民館などに避難してください
●避難中の食事や生活必需品はご自分で用意してください

避難情報を正しく理解して災害に備えましょう
　広報車や防災無線、サイレンなどを通じて町が出す避難情報には、状況によって違いがあります。
　この機会に避難情報の違いを覚えて、自分が避難すべきタイミングをチェックしておきましょう。

7　町報かわにし 平成３０年８月１５日
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消
費
税
軽
減
税
率
等
説
明
会

▼
日
時
：
９
月
21
日
㈮

　午
前
10
時
～

▼
会
場

　町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
：
事
業
者
全
般

問
米
沢
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
22
―
６
３
２
０

依
存
症
家
族
教
室

▼
日
時

①
9
月
８
日
㈯
　午
後
２
時
～

②
10
月
27
日
㈯
　午
後
２
時
～

▼
会
場
：
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

　タ
ー
（
山
形
市
）

▼
対
象
：
さ
ま
ざ
ま
な
依
存
症
問

　題
に
悩
む
家
族
　50
名
程
度

▼
参
加
費
：
無
料

▼
申
込
：
左
記
ま
で
申
込

問
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
７
４
ー
０
１
３
９

住
ま
い
の
無
料
法
律
相
談

▼
日
時
：
9
月
20
日
㈭
　

　午
後
1
時
30
分
～

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁
５
階

▼
人
数：先
着
３
名
（
１
人
40
分
）

▼
申
込
：
要
事
前
申
込

問
㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所

☎
24
ー
２
３
３
２

マ
ザ
ー
ズ
お
し
ご
と

　

　
　
　相
談
会
in
米
沢

▼
日
時
・
内
容
　９
月
10
日
㈪

○
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　セ
ミ
ナ
ー
「
就
職
活
動
の
基
本

　と
ポ
イ
ン
ト
を
知
ろ
う
！
」

　（要
予
約
）

○
午
前
11
時
30
分
～
午
後
２
時

　個
別
相
談
会
（
予
約
不
要
）

※
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
可
。

▼
会
場
　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

▼
対
象

　就
職
を
考
え
て
い
る
子

　育
て
中
の
女
性 

※
受
講
中
や
相
談
中
は
同
室
で
保

　育
ス
タ
ッ
フ
が
お
子
さ
ん
を
お

　預
か
り
し
ま
す
。

問
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
山
形

☎
０
２
３
―
６
６
５
―
５
９
１
５

が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　が
ん
検
診
後
の
精
密
検
査
、
診

断
か
ら
治
療
、
そ
の
後
の
療
養
生

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

８・９月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談

（こころ・ひきこもりの相談含む）
9 月10日㈪・２5日㈫
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０

特設人権相談 9 月５日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

弁護士
消費生活相談

9 月 12 日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
※要事前申込

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

行政相談 9 月 19 日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

９月

期　間 当番店（社） 電話番号

8 月15日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

８月１6日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

８月17日～19日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住設 ☎４２－３９８７

８月２0日～26日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

8 月27日～９月2日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

９月3日～9日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

９月10日～16日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住設 ☎４２－３９８７

活
や
社
会
復
帰
と
、
が
ん
に
関
す

る
様
々
な
悩
み
を
気
軽
に
相
談
で

き
ま
す
。
相
談
員
が
お
話
を
聞
き

な
が
ら
あ
な
た
に
合
っ
た
【
が
ん

と
の
向
き
合
い
方
】
を
一
緒
に
考

え
て
い
く
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

▼
場
所
：
や
ま
が
た
健
康
推
進
機

　構 

が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン

　タ
ー（
山
形
検
診
セ
ン
タ
ー
内
）

　【住
所
】
山
形
市
蔵
王
成
沢
字

　向
井
久
保
田
２
２
２
０

▼
相
談
方
法
・
時
間

　お
電
話
と
ご
来
所
で
ご
相
談
い

た
だ
け
ま
す
。

【
月
曜
～
金
曜
】

　午
前
10
時
～
午
後
４
時

　※
第
２・
４
水
曜
の
み
午
後
７

　
　時
ま
で

【
第
１
土
曜
】
午
前
10
時
～
正
午

　※
４
月
～
12
月
の
み

○
電
話
（
通
話
料
無
料
）

０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
８
２
３
０

相

　
談

まちからのお知らせ
town information

盛
大
に
開
園
！

　日
本
最
大
級
の
川
西
ダ
リ
ヤ
園

が
、
８
月
１
日
㈬
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　８
月
４
日
㈯
に
開
園
式
を
行
い
、

川
西
子
ど
も
観
光
大
使
ラ
ダ
リ
ア

の
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
で
開
園
式
を

盛
り
上
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　今
年
も
、
６
５
０
品
種
・
10
万

本
の
ダ
リ
ア
と
、
そ
の
ダ
リ
ア
を

さ
ら
に
楽
し
め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
ご
用
意
し
、
み
な
さ
ん
を
お

迎
え
し
ま
す
。

　ご
家
族
や
お
友
達
と
、
ぜ
ひ
川

西
ダ
リ
ヤ
園
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

川
西
ダ
リ
ヤ
園
開
園

■ 

開
園
期
間 

11
月
４
日
㈰
ま
で

■ 

開
園
時
間

　午
前
９
時
～

　午
後
６
時（
10
月
～
日
没
閉
園
）

新
品
種
に
名
前
を
つ
け
よ
う

　川
西
町
で
生
ま
れ
た
新
品
種
の

ダ
リ
ア
の
名
前
を
募
集
し
ま
す
。

　新
品
種
の
名
前
と
し
て
選
ば
れ

た
方
に
は
、
命
名
ダ
リ
ア
の
花
束

と
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

▼
投
票
期
間

　９
月
１
日
㈯
～
24
日
㈪
㈷

▼
投
票
場
所
：
ダ
リ
ヤ
園
内
茶
屋

　前
特
設
コ
ー
ナ
ー

マ
イ
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　愛
好
家
の
方
々
が
、
丹
精
込
め

て
育
て
た
ダ
リ
ア
を
使
っ
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
花
壇
を
つ
く
り
ま
す
。

　６
か
所
の
中
か
ら
最
も
美
し
い

花
壇
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
投
票
期
間

　９
月
１
日
㈯
～
24
日
㈪
㈷

▼
投
票
場
所
：
マ
イ
ガ
ー
デ
ン
特

　設
コ
ー
ナ
ー

第
65
回
東
北
ダ
リ
ヤ
名
花
展

　国
内
最
大
の
ダ
リ
ア
品
評
会
を

開
催
し
ま
す
。
丹
精
込
め
て
育
て

た
ダ
リ
ア
を
出
品
し
ま
せ
ん
か
。

　町
内
外
を
問
わ
ず
ダ
リ
ア
を
栽

培
し
て
い
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
出

品
で
き
ま
す
。

▼
期
間

　９
月
22
日
㈯
～
24
日
㈪
㈷

▼
規
格
：
切
り
花
、
鉢
植
え

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
５

▲平成 29年度命名
　　　「魔女」

ダ
リ
ヤ
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

▲歌とダンスで開園式を盛り上げ

フ
ロ
ー
リ
ス
ト
ア
レ
ン
ジ
展

　フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の

プ
ロ
が
各
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
て
ダ

リ
ア
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
展
示

し
ま
す
。
よ
り
華
や
か
に
な
っ
た

ダ
リ
ア
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
：
９
月
15
日
㈯
～
16
日
㈰

Ｙ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
公
開
生
放
送

　ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
一
緒
に

ダ
リ
ヤ
園
や
町
の
魅
力
を
お
届
け

し
ま
す
。
制
限
時
間
内
に
ダ
リ
ア

を
い
か
に
美
し
く
表
現
す
る
か
を

競
う「
ダ
リ
ア
ア
レ
ン
ジ
バ
ト
ル
」

も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
期
日
：
９
月
15
日
㈯

町報かわにし　8平成３０年８月１５日 町報かわにし　18平成３０年８月１５日

置
賜
広
域
行
政
事
務
組

合
職
員
採
用
試
験

▼
試
験
区
分

　消
防
士
（
４
名
程
度
）

▼
試
験
日
：
9
月
23
日
㈰

▼
会
場
：
置
賜
広
域
行
政
事
務
組

　合
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

※
体
力
試
験
は
９
月
25
日
㈫
に
米

　沢
市
営
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

▼
採
用
予
定
日

　平
成
31
年
４
月
１
日

▼
受
付
期
間
：
９
月
７
日
㈮
ま
で

▼
受
験
申
込
書
の
交
付
場
所

①
当
組
合
事
務
局
総
務
課
、
消
防

　本
部
及
び
各
消
防
署

②
置
賜
市
町
の
企
画
担
当
課

③
本
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務

　局
総
務
課

　☎
23
ー
３
２
４
６

米
沢
平
野
土
地
改
良
区

職
員
採
用
試
験

▼
募
集
人
員
：
若
干
名

▼
職
種
：
土
地
改
良
区
一
般
事
務

▼
一
次
試
験
日
：
11
月
10
日
㈯

▼
受
付
期
間
：
10
月
１
日
㈪
～

　10
月
18
日
㈭
必
着（
平
日
の
み
）

▼
採
用
予
定
日

　平
成
31
年
4
月
1
日

問
米
沢
平
野
土
地
改
良
区

☎
23
ー
０
０
１
５

山
形
県
社
会
福
祉

　
　

　
　事
業
団
職
員
募
集

▼
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

①
一
般
職
（
主
事
）：
１
名
程
度

②
一
般
職
（
援
助
員
）

　
　
　
　
　
　
　２
、３
名
程
度

▼
受
付
期
限
：
９
月
14
日
㈮

▼
試
験
日
：
10
月
14
日
㈰

▼
採
用
日
：
平
成
31
年
４
月
１
日

▼
申
込
方
法
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で

　お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
社
福
）
山
形
県
社
会
福
祉
事

　業
団
事
務
局

☎
０
２
３
ー
６
２
３
ー
９
１
２
７

自
衛
官
等
募
集

▼
募
集
種
目

①
自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補

　生
②
航
空
学
生

▼
対
象

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

②
高
卒
以
上
（
見
込
含
）、
18
歳

　以
上
21
歳
未
満
の
男
女

※
ど
ち
ら
も
平
成
31
年
４
月
１
日

　現
在

▼
受
付
期
限
：
９
月
７
日
㈮

▼
試
験
期
日
：
受
付
時
に
お
知
ら

　せ
し
ま
す
。

【
採
用
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
】

▼
日
時
：
８
月
26
日
㈰
　
　
　
　

　午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
場
所
：
町
中
央
公
民
館

※
予
約
不
要

問
自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所

☎
23
ー
０
０
１
１

や
ま
が
た
健
康
フ
ェ
ア

２
０
１
８

▼
期
日
：
９
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

▼
会
場
：
山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

　
　
　（山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
）

▼
内
容
：
室
伏
由
佳
氏
ト
ー
ク
シ

　ョ
ー
、
や
ま
が
た
健
康
川
柳
２

　０
１
８
大
賞
発
表
式
、
内
臓
脂

　肪
測
定
会
な
ど

▼
入
場
料
：
無
料

問
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
２
３
ー
６
３
０
ー
２
９
１
９

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

　
　

（
森
の
案
内
人
）
養
成
講
座

▼
期
日
・
内
容

①
９
月
１
日
㈯

　森
の
案
内
方
法
、
安
全
管
理
、

　救
急
処
置

②
10
月
27
日
㈯

　自
然
を
楽
し
む
、
森
で
遊
ぶ

▼
会
場
：
県
源
流
の
森
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　（飯
豊
町
）

▼
募
集
人
数
：
高
校
生
以
上
の
方

　25
名
程
度
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
：
無
料

問
置
賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
森

　づ
く
り
推
進
室

☎
35
ー
９
０
５
３

県
産
材
で
マ
イ
箸
づ
く
り

　
　
　し
て
み
ま
せ
ん
か

▼
日
時
：
９
月
２
日
㈰

　
　
　
　

　
　
　
　午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
会
場

　町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

▼
参
加
費
：
無
料

　
　
　
　
　（先
着
順
50
セ
ッ
ト
）

問
や
ま
が
た
公
益
の
森
づ
く
り
支

　援
セ
ン
タ
ー

☎
090
ー
２
９
７
０
ー
５
３
３
９

出
会
い
の
機
会
を

　
　
　

　
　
　
　
　あ
な
た
に
！

　県
、
35
市
町
村
、
経
済
団
体
で

組
織
す
る
「
や
ま
が
た
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
は
、
結
婚
を

希
望
す
る
独
身
者
を
応
援
す
る
た

め
、
W
e
b
を
活
用
し
希
望
に

採
用
・
募
集

催

　
し

広
告

お
し
ら
せ

合
う
相
手
を
検
索
・
閲
覧
、
１
対

１
の
お
見
合
い
の
申
込
み
が
で
き

る
会
員
制
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
を
運
用
し
て
お
り
ま
す
。

　20
歳
以
上
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
（
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
）
が
あ
る
方
な
ら
、
ど
な
た

で
も
登
録
い
た
だ
け
ま
す
。（
登

録
料
1
万
円
、登
録
期
間
3
年
間
）

「
出
会
い
の
機
会
が
な
い
」、「
本

気
で
結
婚
を
考
え
て
い
る
」
と
い

う
方
、
ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　や
ま
が
た

　出
会
い

　で
検
索

まちからのお知らせ
town information

種　目 氏名・学校 タイム

4 年男子 25ｍ自由形 小野　蒼
あおい
依 玉庭 23.4

4 年女子 25ｍ自由形 山田奈
な な か
那香 中郡 22.1

４年男子 25ｍ平泳ぎ 髙橋　昂
こうせい
聖 中郡 43.1

４年女子 25ｍ平泳ぎ 長澤　和
わ か
佳 中郡 33.9

5 年男子 50ｍ自由形 多勢　彰
しょうご
悟 小松 44.6

5 年女子 50ｍ自由形 寒河江希
のぞみ
実 吉島 40.9

6 年男子 50ｍ自由形 遠藤　巧
たくみ
弥 中郡 37.8

6 年女子 50ｍ自由形 鈴木　　爽
さやか 中郡 36.7

5 年男子 50ｍ平泳ぎ 梅津　愛
あいと
叶 大塚 1:02.2

5 年女子 50ｍ平泳ぎ 竹田　　栞
しおり 中郡 57.0

6 年男子 50ｍ平泳ぎ 淀野　叶
と わ
倭 中郡 51.6

6 年女子 50ｍ平泳ぎ 佐藤　由
ゆ い
依 大塚 52.7

オープン男子 100ｍ自由形 淀野　叶
と わ
倭 中郡 1:34.1

オープン女子 100ｍ自由形 鈴木　　爽
さやか 中郡 1:23.3

第
39
回
川
西
町
小
学
校
水
泳
大
会
結
果
（
１
位
の
み
を
掲
載
）

小
学
生
た
ち
が
全
力
水
泳
！

か
ら
６
期
18
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
委
員
を
務
め
ら
れ
、
人
権
擁
護

の
普
及
啓
発
活
動
に
尽
力
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
島
貫
さ
ん
の
長
年
の

ご
功
績
に
、
平
成
20
年
に
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰
を
、

ま
た
平
成
28
年
に
は
法
務
大
臣
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　島
貫
さ
ん
に
代
わ
り
、
新
た
に

金
田
照
子
さ
ん
（
中
小
松
）
が
７

月
１
日
付
で
法
務
大
臣
よ
り
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
８

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

▲感謝状が贈られた島貫さん（左）と
　委嘱状を交付された金田さん（右）

　

人
権
擁
護
委
員
を
６
月
30
日
付

け
で
退
任
さ
れ
た
島
貫
明
さ
ん

（
上
小
松
）
に
法
務
大
臣
よ
り
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　島
貫
さ
ん
は
、
平
成
12
年
３
月

小
松
豊
年
獅
子
踊

▼
公
演
日
　８
月
27
日
㈪

▼
会
場
及
び
時
間
（
目
安
）

・
諏
訪
神
社
　午
前
９
時
～

・
小
松
保
育
所

　
　
　
　
　
　午
前
９
時
45
分
～

・
か
が
や
き
の
丘

　
　
　
　
　
　午
前
10
時
20
分
～

・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ロ
ン
サ
ン
ク
ス

　（中
小
松
）
　午
前
11
時
～

・
肉
の
斎
藤
　午
前
11
時
40
分
～

問
小
松
豊
年
獅
子
踊
会

☎
会
長
原
田
さ
ん

０
９
０
ー
７
５
２
４
ー
２
６
６
１

下
小
松
古
墳
群 

秋
の
七
草
観
察
会

　下
小
松
古
墳
群
に
は
、
秋
の
七

草
（
キ
キ
ョ
ウ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
な

ど
）
が
自
生
し
て
い
ま
す
。
散
策

し
な
が
ら
可
憐
な
そ
の
姿
を
観
察

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
　８
月
25
日
㈯

　午
前
９
時
～
11
時
30
分

▼
集
合
場
所

　下
小
松
古
墳
群
駐
車
場

▼
案
内
人
　白
壁
洋
子
さ
ん

　（や
ま
が
た
公
益
の
森
づ
く
り

　支
援
セ
ン
タ
ー
）

▼
服
装
・
持
ち
物

　長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、
飲

　み
物

▼
参
加
費

　無
料

問
里
山
と
下
小
松
古
墳
群
を
守
る

　会
　☎

42
ー
４
６
７
６

▲自生するオミナエシ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

　
　初
心
者
講
習
会

▼
日
時
：
９
月
８
日
㈯

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　（集
合
）
午
前
９
時

▼
場
所

　川
西
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

▼
参
加
費

　大
人
８
０
０
円

　中
学
生
以
下
５
５
０
円

▼
申
込
：
左
記
に
８
月
30
日
㈭
ま

　で
（
先
着
20
名
）

問
川
西
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

☎
33
ー
９
３
９
０

9　町報かわにし 平成３０年８月１５日



問町健康福祉課 介護支援グループ内 町地域包括支援センター ☎４２－６６３８

地域包括支援
センターだより

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

健 康 情 報 ひ ろ ば
生
活
支
援
担
い
手
養
成
講
座

▼
日
程
・
内
容

　１
日
目
　９
月
25
日
㈫

　
　
　
　
　午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

　【内
容
】
高
齢
者
の
特
徴
、
認
知
症
の

　
　
　
　  

理
解
な
ど

　２
日
目
　10
月
５
日
㈮

　
　
　
　
　午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

　【内
容
】
高
齢
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
　
　
　  

シ
ョ
ン
、
緊
急
時
の
対
応

※
１
日
目
と
２
日
目
の
間
（
別
日
）
に
ヘ

　ル
パ
ー
さ
ん
と
の
同
行
訪
問
あ
り
。

▼
場
所

　町
生
き
が
い
交
流
館

▼
定
員

　20
名

▼
申
込
先

　町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　修
了
者
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
登

録
の
う
え
、生
活
支
援
の
担
い
手
（
有
償
）

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
の
た
め
に
何
か
し
た
い
方
必
見
！

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
だ
け
の

世
帯
の
増
加
に
よ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手

助
け
（
掃
除
、
洗
濯
、
買
い
物
な
ど
）
を

必
要
と
し
て
い
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま

す
。　今

回
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
生
活
支
援

の
担
い
手
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま

す
。　地

域
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
は
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
対
象
　

　次
の
①
②
を
満
た
す
方

①
町
内
在
住
の
方
で
、
高
齢
者
の
生
活
支

援
の
担
い
手
と
し
て
活
動
す
る
意
欲
の
あ

る
方

②
２
日
間
の
研
修
に
参
加
で
き
る
方

　
　
　受講
し
ま
せ
ん
か
？

熱中症は予防が大事です！
この夏は暑い日が続いています。
熱中症は命にかかわる病気です。屋外だけでなく、室内でも起こります。
特に高齢の方は，喉の渇きや暑さを感じにくくなっています。しっかり予防しましょう。

【予防のポイント】
■ 睡眠をしっかりとりましょう

■ こまめに水分補給をしましょう
　のどが渇いたと感じる前に！

■ 食事をしっかりとりましょう

■ 暑さを避けましょう
　エアコンや扇風機など上手に使いましょう
　暑い日や暑い時間帯を避けて活動しましょう
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わ
が
町
の
た
か
ら
も
の 

～
シ
リ
ー
ズ
⑤
～

　草
木
塔
（
草
木
供
養
塔
と
も
）

は
、
自
然
の
草
や
木
に
宿
る
魂
を

供
養
す
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
も

の
で
、
国
内
で
も
置
賜
地
方
に
集

中
し
て
み
ら
れ
る
供
養
塔
で
す
。

最
も
古
い
も
の
は
、
江
戸
時
代
中

期
・
安
永
９
年
に
米
沢
市
の
入
田

沢
塩
地
平
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で

す
。
米
沢
藩
の
江
戸
屋
敷
や
米
沢

城
下
が
火
災
で
焼
失
し
た
際
、
再

建
の
た
め
に
伐
採
さ
れ
た
当
地
の

木
を
供
養
す
る
た
め
に
建
立
さ
れ

た
こ
と
が
草
木
塔
の
は
じ
ま
り
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
町
内
の
草
木
塔
の
詳
細
は
『
川
西
町
の
石
碑
・
石
仏 

祈
り
の
碑

い
し
ぶ
み』
に

　掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
町
生
涯
学
習
課

　生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　☎
44
ー
２
８
４
３

「
草
木
塔
」

　
　
　
　
　町
内
で
は
22
基
が
確

　
　
　
　認
さ
れ
て
お
り
、
最
も

　
　
　
　古
い
も
の
は
玉
庭
に
あ

　
　
　
　る
江
戸
時
代
後
期
・
寛

　
　
　
　政
９
年
建
立
の
も
の
で

　
　
　
　す
。
樹
齢
何
百
年
に
も

　
　
　
　な
る
木
が
伐
ら
れ
た
際
、

　
　
　
　木
の
精
の
よ
う
な
も
の

　
　
　
　が
血
を
流
し
て
苦
し
ん

で
い
る
夢
を
見
せ
ら
れ
た
り
、
大

き
な
木
の
う
な
る
声
が
聞
こ
え
た

た
め
、
そ
の
霊
を
供
養
す
る
目
的

で
建
立
さ
れ
た
と
い
う
話
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　草
木
塔
は
江
戸
時
代
以
降
も
主

に
林
業
が
盛
ん
な
地
域
で
建
立
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
、

環
境
問
題
や
自
然
保
護
な
ど
の
観

点
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
、
東
京

や
比
叡
山
延
暦
寺
に
も
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。
先
祖
が
伝
え
る
、
自

然
を
敬
い
そ
の
恩
恵
に
感
謝
す
る

心
を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て

ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

　こ
れ
ま
で
、
申
告
相
談
に
つ
い

て
は
各
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開

催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
31

年
２
月
実
施
の
相
談
か
ら
は
、
全

地
区
と
も
、
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー（
町
民
総
合
体
育
館
東
側
）

で
行
い
ま
す
。 

　な
お
、
詳
し
い
日
程
な
ど
に
つ

い
て
は
、
平
成
31
年
１
月
号
町
報

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

町
県
民
税
申
告
相
談

　会
場
を
変
更
し
ま
す

問
町
税
務
会
計
課 

町
税
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
２
２

　木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望

す
る
方
に
、
耐
震
診
断
士
を
派
遣

し
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者

　町
内
に
あ
る
昭
和
56
年
以
前
の

戸
建
て
木
造
住
宅
（
在
来
軸
組
工

法
）
に
お
住
ま
い
の
方

▼
耐
震
診
断
費
用

　８
千
円

▼
そ
の
他

　各
種
要
件
が
あ
り
ま

す
。
左
記
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

木
造
住
宅
の
耐
震
性
を
　

　
　
　
　
　診
断
し
ま
す

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
７

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　総
務
省
統
計
局
（
山
形
県
・
川

西
町
）
で
は
、
10
月
１
日
現
在
で

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す

る
最
も
基
本
的
か
つ
重
要
で
、
全

国
約
３
７
０
万
世
帯
の
方
々
を
対

象
と
し
た
大
規
模
な
調
査
で
す
。

　調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
「
住
生
活
基
本

計
画
」
の
成
果
指
標
の
設
定
、
耐

震
や
防
災
を
中
心
と
し
た
都
市
計

画
の
策
定
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　調
査
期
間
中
、
統
計
調
査
員
が

調
査
書
類
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

調
査
へ
の
回
答
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
回
答
ま
た
は
紙
の
調

査
票
で
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

情
報
統
計

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
６
８

来
年
産
「
つ
や
姫
」「
雪
若
丸
」
を

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　生
産
す
る
個
人
・
団
体
を
募
集

　募
集
期
間

　９
月
14
日
㈮
ま
で

「
つ
や
姫
」
に
つ
い
て

▼
申
請
手
続

　生
産
者
組
織
ま
た

　は
農
業
者
個
人
分
を
、
Ｊ
Ａ
・

　米
集
組
合
が
取
り
ま
と
め
申
請

▼
提
出
先

　Ｊ
Ａ
・
米
集
組
合
か

　ら
町
産
業
振
興
課
ま
で

「
雪
若
丸
」
に
つ
い
て

▼
申
請
手
続
　生
産
者
組
織
（
Ｊ

　Ａ
、
米
集
組
合
、
法
人
、
３
戸

　以
上
の
農
業
者
組
織
な
ど
）
で

　申
請

▼
提
出
先

　置
賜
総
合
支
庁
農
業

　技
術
普
及
課
・
西
置
賜
農
業
技

　術
普
及
課

※
今
年
度
に
認
定
・
登
録
さ
れ
て

　い
る
方
（
組
織
）
も
申
請
が
必

　要
で
す

問
町
産
業
振
興
課 

農
業
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
４
１
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献　血
〈期　　日〉９月２８日㈮
〈時　　間〉午前 9 時３０分～１１時３０分
〈場　　所〉町中央公民館
〈 対 象 者 〉 男性：１７歳～６９歳
　　　　　  女性：１８歳～６９歳
※６５歳以上の場合は、６０～６４歳で献血した方

〈 持 ち 物 〉献血カード
〈 そ の 他 〉４００ｍｌの献血のみになります。

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

８
月
22
日
㊌
　お
さ
ん
ぽ
ア
ニ
マ
ル
を
つ
く
ろ
う

９
月
７
日
㊎
　子
育
て
応
援
講
座
　楽
し
い
リ
ト
ミ
ッ
ク
②

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

８
月
20
日
㊊ 

９
月
18
日
㊋ 

申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

　玉
庭
保
育
所
・
美
郷
幼
稚
園

　８
月
21
日
㊋

　美
郷
幼
稚
園

　９
月
３
日
㊊

　
　北
斗
幼
稚
園

　９
月
12
日
㊌

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

健 康 情 報 ひ ろ ば

　子育て支援医療証を郵送します
■ 今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：８月２日～９月１日
■ 発送日 ８月２２日㈬
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉９月２０日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館

〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 28 年９月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 27 年９月、平成 28 年３月
平成 29 年７月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦・夫 13:50 ～ 14:00

お子さんの健診など
〈項目〉 〈期日・対象者〉

９・１０か月児
健康教室

期日：９月１９日㈬
対象：H29.11.1 ～ 12.31 生まれ

１歳６か月児
健康診査

期日：９月２１日㈮
対象：H28.12.16 ～
　　　　　　　H29.3.15 生まれ

〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈会　　場〉生きがい交流館

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０

パークゴルフ場ぐるりウォーク＋
プラステン
１０

　健康づくりのため、現在より１０分多く身体を動
かそう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日　時：９月３日㈪　午前６時～７時
場　所：川西ダリヤパークゴルフ場
内　容：パークゴルフ場の外周１㎞ウォーキング
　　　　体操
参加費：無料　　※８月３１日㈮まで要申込
その他：健幸マイレージ１０ポイント贈呈！

健幸マイレージ協力店が増えました
◆協力店名
　Cafe 椚（くぬぎ）

　（上小松５０９５―３６７）
◆特典内容
　コーヒー１００円引
　※インドネシア産コーヒー豆
　　トアルコトラジャ使用

※「健幸マイレージ」の詳細は、町ホームページを
　ご覧ください。

こあらっこ広場
〈日　時〉９月１０日㈪ 
　　　　　午前１１時３０分～午後０時３０分

〈場　所〉町生きがい交流館
〈対　象〉妊婦さん、１歳未満のお子さんとママ
〈内　容〉交流や情報交換の場です。体重測定や
　　　　 相談もできます。

〈申　込〉不要です。お気軽にお越しください。

ママパパ教室
〈期　　日〉９月１２日㈬
〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈申込方法〉９月５日㈬まで電話で申込

適正受診を心がけましょう★今月のポイント★　
　「ジェネリック医薬品」は、新薬と同等の効き目が
ある薬で、より安価で提供されておりますので、医療
費削減効果が期待できます。処方を希望される場合は、
医師や薬剤師の方へご相談ください。

＊
育
児
相
談
（
栄
養
士
来
所
）
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

９
月
13
日
㊍

　申
込
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
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メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
の
整
備
・
形
成
に
向
け
て

　
　

　
　
　
　
　
　
　～
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
～

メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
の
　
　
　
　

　
　
　形
成
に
向
け
た
取
り
組
み

　

町
で
は
公
立
置
賜
総
合
病
院
周

辺
の
開
発
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ
、
病
院
周
辺
に

商
業
・
住
宅
・
医
療
が
融
合
す
る

「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
」
の
形
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
度
は
整
備
重
点
区
域
（
約

10
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
測
量
を
実
施

し
、
地
権
者
や
大
塚
地
区
住
民

と
の
意
見
交
換
や
、
公
立
置
賜
総

合
病
院
の
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
内

容
を
「
町
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
整

備
検
討
委
員
会
」
に
よ
る
検
討
を

経
て
、
配
置
計
画
な
ど
の
基
本
的

な
設
計
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

金
融
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
民
間
事
業
者
の
誘
致
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　今
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の

民
間
事
業
者
や
、
か
か
り
つ
け
医

の
誘
致
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
「
町
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン

デ
ザ
イ
ン
会
議
」
を
設
置
し
、
地

域
の
景
観
や
建
築
物
な
ど
と
の
調

和
を
図
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　意
見
交
換

　町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
反

映
し
た
、
よ
り
魅
力
的
な
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
「
第
１
回
メ
デ
ィ

カ
ル
タ
ウ
ン
整
備
町
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
、
７
月
22
日
㈰
、

大
塚
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
開
催
し
ま
し
た
。

　ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
地
元

大
塚
地
区
住
民
の
ほ
か
、
公
立
置

賜
総
合
病
院
の
職
員
、
県
立
保
健

医
療
大
学
、
東
北
芸
術
工
科
大
学

【ワークショップでの主なご意見】
■良い点
　・様々な商店ができる
　・医療の質の向上につながる
　・定住・移住者が増える
■心配な点
　・雪や風の対策
　・タウンへの移動方法
　・子どもの遊び場

の
教
授
や
学
生
、
町
職
員
な
ど
46

名
が
参
加
。
デ
ザ
イ
ン
会
議
の
委

員
長
を
務
め
る
東
北
芸
術
工
科
大

学
の
渡
部
桂
准
教
授
を
進
行
役
に
、

６
班
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
い
ま
し
た
。

　初
め
に
町
か
ら
メ
デ
ィ
カ
ル
タ

ウ
ン
構
想
の
概
要
と
、
商
業
区
域

や
住
宅
区
域
の
配
置
図
案
を
説
明

し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
誰

も
が
住
み
た
く
な
る
、
訪
れ
た
く

な
る
ま
ち
を
考
え
よ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。　ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
全
２
回
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
次
回
は

10
月
こ
ろ
に
開
催
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
町
実
施
事
業
の
外
部
評
価
結
果
を
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
～

　

７
月
31
日
㈫
、
町
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
（
藤
倉
利
英
委
員
長
）
よ

り
、
平
成
29
年
度
に
町
が
実
施
し

た
事
業
に
対
す
る
外
部
評
価
の
報

告
書
を
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　町
で
は
、
実
施
し
た
事
務
事
業

を
客
観
的
に
評
価
・
検
証
し
、
そ

の
結
果
を
次
年
度
に
活
か
し
て
い

く
手
段
と
し
て
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
庁
内
で

の
内
部
評
価
の
あ
と
、
町
民
な
ど

で
組
織
す
る
町
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
に
お
い
て
外
部
評
価
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　今
回
の
外
部
評
価
は
、
か
わ
に

し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
５
次
総
合

計
画
）
に
お
け
る
４
つ
の
主
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
地
域
経
済
活
性

化
、
移
住
・
定
住
促
進
、
生
涯
現

役
、
女
性
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
）
と
、「
子
育
て
」「
地
域
づ
く

り
」「
農
業
」「
観
光
」
の
分
野
の

施
策
を
対
象
と
し
て
評
価
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　ま
た
、
人
口
減
少
克
服
を
目
的

と
し
て
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た

「
川
西
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
の
計
画
期
間
の

半
ば
を
過
ぎ
た
こ
と
か
ら
、
数
値

目
標
な
ど
の
達
成
状
況
の
中
間
評

価
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　外
部
評
価
の
結
果
は
、
今
後
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
く

と
と
も
に
、
事
務
事
業
の
改
善
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
施
策
の
充
実
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
町
未
来
づ
く
り
課 

政
策
調
整

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
９
５

問
町
未
来
創
造
室

☎
42
ー
６
６
０
４

▲メディカルタウンの整備予想模型を前に意見交換

▲報告書を提出する藤倉利英委
　員長（右）

▲まちづくり委員のみなさん
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まちからのお知らせ
town information

実 施 日 検診会場
　８月２０日㈪
　８月２１日㈫
　９月１２日㈬
　９月１３日㈭
　９月１４日㈮

町農村環境改善センター

１０月２９日㈪
１０月３０日㈫
１０月３１日㈬

川西町交流館あいぱる
（旧町立第２中学校）

１１月１３日㈫
１１月１４日㈬
１１月１５日㈭

大塚地区交流センター

　町
で
は
今
年
度
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
（
40
～
74
歳
）
全
員
に

特
定
健
診
受
診
の
ご
案
内
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　特
定
健
診
と
は
、
血
圧
、
検
尿
、

血
液
検
査
、
心
電
図
、
眼
底
検
査

の
で
、
主
治
医
と
相
談
の
上
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
特
定
健
診
の
会
場
で
が
ん
検
診

　（胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
呼
吸

　器
健
診
な
ど
）
を
受
け
る
こ
と

　が
で
き
ま
す
。（
子
宮
が
ん
・

　乳
が
ん
検
診
は
南
陽
検
診
セ
ン

　タ
ー
会
場
に
な
り
ま
す
）

※
町
で
は
、
案
内
し
た
実
施
日
に

　未
受
診
だ
っ
た
方
を
対
象
に
、

　受
診
の
ご
案
内
を
行
っ
て
い
ま

　す
。

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
０

年
に
１
度
は
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

等
の
検
査
項
目
が
あ
り
、
生
活
習

慣
病
を
よ
り
効
果
的
に
予
防
す
る

た
め
に
と
て
も
大
切
な
健
診
で
す
。

通
院
中
の
方
も
対
象
と
な
り
ま
す

　

健
康
を
維
持
し
、
食
べ
る
楽
し

み
を
い
つ
ま
で
も
得
ら
れ
る
よ
う
、

歯
を
失
う
大
き
な
原
因
と
な
っ
て

い
る
歯
周
疾
患
の
予
防
を
目
的
に
、

歯
周
疾
患
検
診
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
30
年
度
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　昭
和
17
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和

18
年
３
月
31
日
に
生
ま
れ
た
方
で

保
険
証
（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
）
を
お
持
ち
の
方

▼
実
施
場
所

　県
歯
科
医
師
会
に
所
属
し
て
い

る
歯
科
医
院

▼
実
施
期
間
　12
月
31
日
ま
で

▼
受
診
料
　無
料

▼
受
診
方
法

　事
前
に
受
診
す
る
歯
科
医
院
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。そ
の
際「
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
歯

周
疾
患
検
診
」
で
あ
る
こ
と
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物

　受
診
券
・
受
診
票
・
保
険
証

歯
周
疾
患
検
診
を

　
　
　受
け
ま
し
ょ
う

問
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　事
業
課 

給
付
係

☎
０
２
３
７
ー
84
ー
７
１
０
０

対 象 者 40 歳～ 74歳の国保加入者（通
院中の方も対象です）

受付時間 午前７時３０分～９時００分
料　　金 １，５００円

▲検診の対象者など

▲検診実施日と会場

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の

　
　
　
　

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
は
、
医
療
と
介
護
の
両
方
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。
１
年

間
に
「
医
療
保
険
」
と
「
介
護
保
険
」
の
両
方
に
自
己
負
担
が
あ
り
、
そ

の
負
担
額
の
合
計
が
表
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
金
額

が
申
請
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

変
更
前

区分 １年ごとの自己負担限度額
（後期高齢者医療+介護保険）

現役並み所得

課税所得

370万円以上

６７万円

一般所得

課税所得

370万円以下

５６万円

住民税

非課税世帯

低所得Ⅱ

３１万円

住民税

非課税世帯

低所得Ⅰ

１９万円

変
更
後

区分 １年ごとの自己負担限度額
（後期高齢者医療+介護保険）

現役並み所得Ⅲ

課税所得

690万円以上

２１２万円

現役並み所得Ⅱ

課税所得

380万円以上

１４１万円

現役並み所得Ⅰ

課税所得

145万円以上

６７万円

一般所得

課税所得

370万円以下

５６万円

住民税

非課税世帯

低所得Ⅱ

３１万円

住民税

非課税世帯

低所得Ⅰ

１９万円

◆合算したときの限度額（年額／８月～翌年７月）

８
月
か
ら
変
更
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　限
度
額
が
変
更
（
70
歳
以
上
の
方
）

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
２
１
１
４
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農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
感
じ
た
こ
と

　

平
成
28
年
農
業
委
員
会
の
法
改

正
に
よ
り
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
と
い
う
役
職
に
就
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
基
本
的
な
推

進
委
員
の
位
置
付
け
は
、
平
成
26

年
よ
り
各
地
区
で
取
り
組
ん
で
い

る
農
地
の
集
積
と
集
約
化
、
担
い

手
不
足
の
解
消
に
努
め
る
と
い
う

本
来
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
推
進

と
い
う
の
が
活
動
の
第
一
目
標
で

あ
り
ま
す
。
私
も
地
区
の
人
・
農

地
プ
ラ
ン
委
員
会
の
立
ち
上
げ
と

同
時
に
代
表
に
就
い
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
業
務
に
支
障
な
く
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　そ
ん
な
中
で
、
先
ご
ろ
農
水
省

の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
対
す
る
現

状
の
聞
き
取
り
の
会
議
に
参
加
し

ま
し
た
が
、
国
と
地
方
、
現
場
の

考
え
の
隔
た
り
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　国
は
、「
農
地
を
担
い
手
に
集

積
す
れ
ば
安
定
し
た
農
業
が
営
め

る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
は
た

し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
面
積
が

増
え
れ
ば
作
業
の
効
率
化
を
図
る

た
め
機
械
の
更
新
や
大
型
化
、
そ

の
た
め
の
資
金
調
達
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　ま
た
、
地
方
、
特
に
雪
国
に
お

け
る
農
村
の
経
営
形
態
も
課
題
の

一
つ
で
す
。
冬
期
間
の
農
業
は
収

入
的
に
問
題
が
あ
り
、
現
金
収
入

の
た
め
に
働
き
に
出
る
兼
業
が
主

で
、
通
年
で
農
業
に
従
事
す
る
と

い
う
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
担
い

手
に
し
て
み
れ
ば
そ
れ
も
大
き
な

問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　全
国
的
に
集
積
が
進
ま
な
い
の

は
、
地
域
ご
と
の
対
策
が
乏
し
く
、

組
織
の
改
革
で
対
応
す
る
い
う
国

の
ご
ま
か
し
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　現
在
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
借
り
手

は
い
ま
す
が
、
近
い
将
来
必
ず
不

足
し
、
国
の
政
策
も
根
本
的
に
変

え
ざ
る
を
得
な
い
時
期
が
来
る
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
推
進
委
員
と

い
う
行
政
側
の
立
場
と
し
て
、
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
な
が
ら

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

荒
井

　浩
　（犬
川
）

農
地
の
売
渡
し
や
貸
付
け
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す

　農
地
を
売
り
た
い
、
貸
し
た
い
場
合
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
へ
ご
相
談
を
。

　左
表
の
担
当
委
員
が
受
け
手
や
、
売
買
価
格
・
賃
借
料
を
調
整
し
ま
す
。

地区 担当地域 担当委員

小松

南区全域 竹田　一弘西区全域
北区全域 渡部　泰徳中小松全域

大塚
西大塚全域 齊藤　修一
大字大塚全域 牛谷　清海東大塚全域

犬川

下小松全域 荒井　　浩
大字小松全域

江袋　　實こうずく全域
黒川全域

中郡

堀金全域 伊藤　義幸莅全域
時田全域 山田　良一
下奥田全域 齋藤　幸雄
高山全域 竹田　総一

玉庭

上和合
御伊勢町
中程

市川　博幸

柏ノ木西
酒町、松尾 須貝　寿裕朴沢全域

東沢 大舟全域 後藤　昌弘上奥田全域

吉島

洲島全域 内山雄次郎
吉田全域 髙梨　裕晃
尾長島全域 小形　泰弘下平柳全域

※農業委員も相談に応じます。

農
業
委
員
会
の
必
須
業
務

　調
査
方
法
は
地
区
の
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
及
び

事
務
局
職
員
が
農
地
を
見
回
り
、

耕
作
状
況
な
ど
を
確
認
し
「
遊
休

農
地
（
荒
廃
農
地
）」
の
判
断
を

し
ま
す
。

　各
農
地
へ
立
ち
入
る
こ
と
や
、

所
有
者
に
お
話
を
伺
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状
況
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
（
８
月
下
旬
）

　
　遊
休
農
地
と
は

⑴
１
年
以
上
に
わ
た
っ
て
耕
作
さ

　れ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
耕
作
さ

　れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
農
地

⑵
周
辺
の
農
地
と
比
べ
著
し
く
劣

　っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
農
地

⑶
再
生
利
用
が
困
難
と
見
込
ま
れ

　る
農
地
（
荒
廃
農
地
）

　農
地
の
適
正
な
管
理
を
怠
る
と

雑
草
が
生
い
茂
り
、
病
害
虫
の
温

床
と
な
り
ま
す
。
除
草
、
病
害
虫

駆
除
を
行
い
な
が
ら
、
農
地
の
適

正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
（
第
62
号
）
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高
い
技
術
で
挑
む
！
冬
咲
き
ダ
リ
ア
の

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
化
と
切
花
生
産

―
今
、
ど
の
よ
う
な
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
か
？

　成
長
点
培
養
に
よ
る
苗
の
ウ
イ

ル
ス
フ
リ
ー
化
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
こ
れ
に
よ
り
病
気
が
な
い
苗

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

生
育
が
旺
盛
に
な
り
、
色
鮮
や
か

な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
可
能
で
、

冬
場
で
も
10
℃
か
ら
12
℃
の
温
度

で
開
花
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　私
た
ち
は
、
ダ
リ
ヤ
園
閉
園
後

の
冬
場
に
温
室
で
栽
培
し
、
切
花

の
販
売
体
制
も
確
立
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
当
面
は
森
の
マ
ル

シ
ェ
で
販
売
し
、
い
ず
れ
は
東
京

の
太
田
市
場
に
出
荷
し
た
い
で
す
。

―
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
化
す
る
時
の

難
し
さ
は
？

　ク
リ
ー
ン
ベ
ン
チ
（
無
菌
状
態

で
作
業
が
で
き
る
部
屋
）
で
の
作

業
は
繊
細
な
技
術
が
必
要
で
、
雑

菌
が
入
ら
な
い
よ
う
に
素
早
く
成

長
点
だ
け
を
メ
ス
で
切
り
出
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
で

き
な
い
と
カ
ビ
が
生
え
て
死
滅
し

て
し
ま
い
ま
す
。

―
来
年
度
の
目
標
は
？

　多
く
の
品
種
の
ウ
イ
ル
ス
フ

リ
ー
化
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。

～
置
賜
農
業
高
校
園
芸
福
祉
科
２
年
ダ
リ
ア
研
究
班
の
活
動
紹
介
～

　置
賜
農
業
高
校
は
、
20
数
年
前
か
ら
町
の
花
「
ダ
リ
ヤ
」
の
ウ
イ
ル
ス

フ
リ
ー
化
に
取
り
組
み
、
冬
咲
き
ダ
リ
ア
の
開
花
に
成
功
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
こ
十
数
年
間
は
後
継
者
が
育
た
ず
冬
咲
き
ダ
リ
ア
は
途
絶
え
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
再
開
し
、
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
化
や
切
花
生
産
な
ど
、

県
内
外
に
ダ
リ
ア
の
魅
力
を
広
げ
よ
う
と
日
夜
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
園
芸
福
祉
科
２
年
生
９
名
が
所
属
す
る
ダ
リ
ア
研
究
班
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

そ
し
て
、
一
本
一
本
ダ
リ
ア
の
魅

力
が
詰
ま
っ
た
切
花
を
数
多
く
生

産
し
、
来
年
10
月
に
行
わ
れ
る
日

本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
主
催
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
全
国
大
会
へ

の
出
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
指
導
し
て
い
る
教
諭

遠
藤
忠
樹
先
生
に
今
後
の
抱
負
を

伺
い
ま
し
た
。

　ダ
リ
ア
は
、
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー

化
す
る
こ
と
で
低
温
の
温
室
内
で

も
色
鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
た
め
暖
房
費
が

軽
減
し
安
定
し
た
切
花
生
産
に
結

び
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　今
後
は
“
農
福
連
携
”
を
図
り
、

施
設
入
所
者
が
ダ
リ
ア
の
芽
か
き

や
栽
培
管
理
、
苗
作
り
な
ど
を
行

う
就
労
の
場
に
し
、
自
立
支
援
を

行
い
た
い
で
す
。
ま
た
、
ダ
リ
ア

染
め
、
編
み
物
な
ど
に
ダ
リ
ア
本

来
の
鮮
や
か
で
優
し
い
色
で
、
付

加
価
値
の
あ
る
花
び
ら
の
活
用
を

進
め
た
い
で
す
。

▲ダリア研究班のみなさん

関
係
機
関
と
の

　
　
　
　

　
　情
報
交
換
会
を
開
催

　

７
月
６
日
㈮
、
Ｊ
Ａ
山
形
お
き

た
ま
、
白
川
土
地
改
良
区
、
米
沢

平
野
土
地
改
良
区
、
県
農
業
共
済

組
合
の
各
川
西
選
出
理
事
の
方
々

７
名
と
農
業
委
員
10
名
で
情
報
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
の
情
報
交
換
会
は
、
改
正
農

業
委
員
会
法
で
選
任
委
員
制
度
が

廃
止
さ
れ
、
各
組
織
か
ら
の
農
業

委
員
が
不
在
に
な
っ
た
た
め
、
こ

れ
ま
で
同
様
に
相
互
の
情
報
交
換
、

課
題
の
共
有
を
図
り
な
が
ら
活
動

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
年

２
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　第
１
回
目
は
、
各
組
織
に
お
け

る
今
年
度
の
事
業
内
容
の
報
告
と
、

課
題
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
特
に
、

農
地
の
受
け
手
不
足
の
深
刻
化
に

つ
い
て
は
、
基
準
緩
和
に
向
け
た

方
策
の
必
要
性
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

▼
３
つ
の
加
入
要
件

①
60
歳
未
満
の
方

②
国
民
年
金
の
１
号
被
保
険
者

③
農
業
に
年
間
60
日
以
上
従
事
し

　て
い
る
方

▼
６
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
積
立
て
方
式
で
安
心
し
た
財
政

　運
営
で
す
。

②
加
入
・
脱
退
も
自
由
で
す
。

③
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控

　除
さ
れ
ま
す
。

④
保
険
料
は
自
由
に
選
択
で
き
ま

　す
。

　（月
額
２
万
円
～
６
万
７
千
円
）

⑤
農
業
の
担
い
手
に
は
手
厚
い
国

　庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

⑥
80
歳
ま
で
保
証
が
つ
い
た
終
身

　年
金
で
す
。

農業者年金に
　　　　加入しましょう！

農
業
委
員
会
だ
よ
り
の

　
　
　
　

　
　内
容
に
関
す
る
お
問
合
せ
先

問
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　

☎
42
ー
６
６
０
５

▲クリーンベンチでの無菌培養
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まちからのお知らせ
town information

実 施 日 検診会場
　８月２０日㈪
　８月２１日㈫
　９月１２日㈬
　９月１３日㈭
　９月１４日㈮

町農村環境改善センター

１０月２９日㈪
１０月３０日㈫
１０月３１日㈬

川西町交流館あいぱる
（旧町立第２中学校）

１１月１３日㈫
１１月１４日㈬
１１月１５日㈭

大塚地区交流センター

　町
で
は
今
年
度
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
（
40
～
74
歳
）
全
員
に

特
定
健
診
受
診
の
ご
案
内
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　特
定
健
診
と
は
、
血
圧
、
検
尿
、

血
液
検
査
、
心
電
図
、
眼
底
検
査

の
で
、
主
治
医
と
相
談
の
上
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
特
定
健
診
の
会
場
で
が
ん
検
診

　（胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
呼
吸

　器
健
診
な
ど
）
を
受
け
る
こ
と

　が
で
き
ま
す
。（
子
宮
が
ん
・

　乳
が
ん
検
診
は
南
陽
検
診
セ
ン

　タ
ー
会
場
に
な
り
ま
す
）

※
町
で
は
、
案
内
し
た
実
施
日
に

　未
受
診
だ
っ
た
方
を
対
象
に
、

　受
診
の
ご
案
内
を
行
っ
て
い
ま

　す
。

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
０

年
に
１
度
は
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

等
の
検
査
項
目
が
あ
り
、
生
活
習

慣
病
を
よ
り
効
果
的
に
予
防
す
る

た
め
に
と
て
も
大
切
な
健
診
で
す
。

通
院
中
の
方
も
対
象
と
な
り
ま
す

　

健
康
を
維
持
し
、
食
べ
る
楽
し

み
を
い
つ
ま
で
も
得
ら
れ
る
よ
う
、

歯
を
失
う
大
き
な
原
因
と
な
っ
て

い
る
歯
周
疾
患
の
予
防
を
目
的
に
、

歯
周
疾
患
検
診
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
30
年
度
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　昭
和
17
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和

18
年
３
月
31
日
に
生
ま
れ
た
方
で

保
険
証
（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
）
を
お
持
ち
の
方

▼
実
施
場
所

　県
歯
科
医
師
会
に
所
属
し
て
い

る
歯
科
医
院

▼
実
施
期
間
　12
月
31
日
ま
で

▼
受
診
料
　無
料

▼
受
診
方
法

　事
前
に
受
診
す
る
歯
科
医
院
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。そ
の
際「
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
歯

周
疾
患
検
診
」
で
あ
る
こ
と
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物

　受
診
券
・
受
診
票
・
保
険
証

歯
周
疾
患
検
診
を

　
　
　受
け
ま
し
ょ
う

問
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　事
業
課 

給
付
係

☎
０
２
３
７
ー
84
ー
７
１
０
０

対 象 者 40 歳～ 74歳の国保加入者（通
院中の方も対象です）

受付時間 午前７時３０分～９時００分
料　　金 １，５００円

▲検診の対象者など

▲検診実施日と会場

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の

　
　
　
　

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
は
、
医
療
と
介
護
の
両
方
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。
１
年

間
に
「
医
療
保
険
」
と
「
介
護
保
険
」
の
両
方
に
自
己
負
担
が
あ
り
、
そ

の
負
担
額
の
合
計
が
表
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
金
額

が
申
請
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

変
更
前

区分 １年ごとの自己負担限度額
（後期高齢者医療+介護保険）

現役並み所得

課税所得

370万円以上

６７万円

一般所得

課税所得

370万円以下

５６万円

住民税

非課税世帯

低所得Ⅱ

３１万円

住民税

非課税世帯

低所得Ⅰ

１９万円

変
更
後

区分 １年ごとの自己負担限度額
（後期高齢者医療+介護保険）

現役並み所得Ⅲ

課税所得

690万円以上

２１２万円

現役並み所得Ⅱ

課税所得

380万円以上

１４１万円

現役並み所得Ⅰ

課税所得

145万円以上

６７万円

一般所得

課税所得

370万円以下

５６万円

住民税

非課税世帯

低所得Ⅱ

３１万円

住民税

非課税世帯

低所得Ⅰ

１９万円

◆合算したときの限度額（年額／８月～翌年７月）

８
月
か
ら
変
更
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　限
度
額
が
変
更
（
70
歳
以
上
の
方
）

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
２
１
１
４
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農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
感
じ
た
こ
と

　

平
成
28
年
農
業
委
員
会
の
法
改

正
に
よ
り
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
と
い
う
役
職
に
就
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
基
本
的
な
推

進
委
員
の
位
置
付
け
は
、
平
成
26

年
よ
り
各
地
区
で
取
り
組
ん
で
い

る
農
地
の
集
積
と
集
約
化
、
担
い

手
不
足
の
解
消
に
努
め
る
と
い
う

本
来
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
推
進

と
い
う
の
が
活
動
の
第
一
目
標
で

あ
り
ま
す
。
私
も
地
区
の
人
・
農

地
プ
ラ
ン
委
員
会
の
立
ち
上
げ
と

同
時
に
代
表
に
就
い
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
業
務
に
支
障
な
く
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　そ
ん
な
中
で
、
先
ご
ろ
農
水
省

の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
対
す
る
現

状
の
聞
き
取
り
の
会
議
に
参
加
し

ま
し
た
が
、
国
と
地
方
、
現
場
の

考
え
の
隔
た
り
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　国
は
、「
農
地
を
担
い
手
に
集

積
す
れ
ば
安
定
し
た
農
業
が
営
め

る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
は
た

し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
面
積
が

増
え
れ
ば
作
業
の
効
率
化
を
図
る

た
め
機
械
の
更
新
や
大
型
化
、
そ

の
た
め
の
資
金
調
達
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　ま
た
、
地
方
、
特
に
雪
国
に
お

け
る
農
村
の
経
営
形
態
も
課
題
の

一
つ
で
す
。
冬
期
間
の
農
業
は
収

入
的
に
問
題
が
あ
り
、
現
金
収
入

の
た
め
に
働
き
に
出
る
兼
業
が
主

で
、
通
年
で
農
業
に
従
事
す
る
と

い
う
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
担
い

手
に
し
て
み
れ
ば
そ
れ
も
大
き
な

問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　全
国
的
に
集
積
が
進
ま
な
い
の

は
、
地
域
ご
と
の
対
策
が
乏
し
く
、

組
織
の
改
革
で
対
応
す
る
い
う
国

の
ご
ま
か
し
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　現
在
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
借
り
手

は
い
ま
す
が
、
近
い
将
来
必
ず
不

足
し
、
国
の
政
策
も
根
本
的
に
変

え
ざ
る
を
得
な
い
時
期
が
来
る
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
推
進
委
員
と

い
う
行
政
側
の
立
場
と
し
て
、
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
な
が
ら

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

荒
井

　浩
　（犬
川
）

農
地
の
売
渡
し
や
貸
付
け
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す

　農
地
を
売
り
た
い
、
貸
し
た
い
場
合
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
へ
ご
相
談
を
。

　左
表
の
担
当
委
員
が
受
け
手
や
、
売
買
価
格
・
賃
借
料
を
調
整
し
ま
す
。

地区 担当地域 担当委員

小松

南区全域 竹田　一弘西区全域
北区全域 渡部　泰徳中小松全域

大塚
西大塚全域 齊藤　修一
大字大塚全域 牛谷　清海東大塚全域

犬川

下小松全域 荒井　　浩
大字小松全域

江袋　　實こうずく全域
黒川全域

中郡

堀金全域 伊藤　義幸莅全域
時田全域 山田　良一
下奥田全域 齋藤　幸雄
高山全域 竹田　総一

玉庭

上和合
御伊勢町
中程

市川　博幸

柏ノ木西
酒町、松尾 須貝　寿裕朴沢全域

東沢 大舟全域 後藤　昌弘上奥田全域

吉島

洲島全域 内山雄次郎
吉田全域 髙梨　裕晃
尾長島全域 小形　泰弘下平柳全域

※農業委員も相談に応じます。

農
業
委
員
会
の
必
須
業
務

　調
査
方
法
は
地
区
の
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
及
び

事
務
局
職
員
が
農
地
を
見
回
り
、

耕
作
状
況
な
ど
を
確
認
し
「
遊
休

農
地
（
荒
廃
農
地
）」
の
判
断
を

し
ま
す
。

　各
農
地
へ
立
ち
入
る
こ
と
や
、

所
有
者
に
お
話
を
伺
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状
況
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
（
８
月
下
旬
）

　
　遊
休
農
地
と
は

⑴
１
年
以
上
に
わ
た
っ
て
耕
作
さ

　れ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
耕
作
さ

　れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
農
地

⑵
周
辺
の
農
地
と
比
べ
著
し
く
劣

　っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
農
地

⑶
再
生
利
用
が
困
難
と
見
込
ま
れ

　る
農
地
（
荒
廃
農
地
）

　農
地
の
適
正
な
管
理
を
怠
る
と

雑
草
が
生
い
茂
り
、
病
害
虫
の
温

床
と
な
り
ま
す
。
除
草
、
病
害
虫

駆
除
を
行
い
な
が
ら
、
農
地
の
適

正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
（
第
62
号
）
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　「山
形
県
ひ
と
り
親
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の
専
門
の
相
談
員
が
、

生
活
や
子
育
て
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、

各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提

供
を
行
い
ま
す
。

　日
常
生
活
支
援
か
ら
、
職
業

あ
っ
せ
ん
、
就
学
支
援
の
相
談
支

援
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
１
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
日
時

　８
月
24
日
㈮

　午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
場
所

　町
役
場
第
２
会
議
室

ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
！

問
町
健
康
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
５

  

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
、
毎
年
８
月
に
「
現
況
届
」

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
届
出
は
、
児
童
の
養
育

状
況
や
受
給
者
の
前
年
分
の
所
得

状
況
な
ど
必
要
事
項
を
確
認
し
、

引
き
続
き
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
８
月
中
に
「
現
況
届
」
の

提
出
が
な
い
と
、
８
月
分
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　ご
案
内
は
既
に
、
対
象
者
の
ご

自
宅
に
送
付
し
て
ま
す
の
で
、
ご

確
認
の
う
え
添
付
書
類
を
添
え
て

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
提
出
期
限

　８
月
31
日
㈮

▼
提
出
方
法

　左
記
に
持
参

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

問
町
健
康
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
５

　こ
の
た
び
の
西
日
本
を
襲
っ
た

豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に

対
し
、
心
よ
り
お
見
舞
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
義
援
金
を
受
付

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通
し

て
被
災
地
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

▼
受
付
期
限
　12
月
31
日
㈪

▼
受
付
方
法

　役
場
住
民
生
活
課
窓
口
左
側
に

設
置
の
募
金
箱
に
よ
る
受
付

▼
そ
の
他

　受
領
証
が
必
要
な
方
、
被
災
地

の
府
県
を
特
定
し
て
拠
出
さ
れ
る

方
は
、
健
康
福
祉
課
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

７
月
豪
雨
災
害
の
赤
十
字
義
援
金
を
受
付
中

問
町
健
康
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
５

▼
日

　時
　９
月
14
日
㈮

　午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
会

　場
　町
生
き
が
い
交
流
館

▼
参
加
費

　無
料

▼
内

　容

　「ウ
ン
チ
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

　腸
内
環
境
美
人
を
目
指
そ
う
」

　○
講
師

　米
沢
ヤ
ク
ル
ト
販
売

　
　株
式
会
社

▼
対

　象
　家
族
を
介
護
し
て
い

　る
方
や
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

　な
ら
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

　だ
け
ま
す
。

家
族
介
護
教
室

▼
申

　込
　８
月
31
日
㈮
ま
で
電

　話
に
て
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ

　い
。

問
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
46
ー
３
０
４
０

広
告
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問町健康福祉課 介護支援グループ内 町地域包括支援センター ☎４２－６６３８

地域包括支援
センターだより

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

健 康 情 報 ひ ろ ば
生
活
支
援
担
い
手
養
成
講
座

▼
日
程
・
内
容

　１
日
目
　９
月
25
日
㈫

　
　
　
　
　午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

　【内
容
】
高
齢
者
の
特
徴
、
認
知
症
の

　
　
　
　  

理
解
な
ど

　２
日
目
　10
月
５
日
㈮

　
　
　
　
　午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

　【内
容
】
高
齢
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
　
　
　  

シ
ョ
ン
、
緊
急
時
の
対
応

※
１
日
目
と
２
日
目
の
間
（
別
日
）
に
ヘ

　ル
パ
ー
さ
ん
と
の
同
行
訪
問
あ
り
。

▼
場
所

　町
生
き
が
い
交
流
館

▼
定
員

　20
名

▼
申
込
先

　町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　修
了
者
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
登

録
の
う
え
、生
活
支
援
の
担
い
手
（
有
償
）

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
の
た
め
に
何
か
し
た
い
方
必
見
！

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
だ
け
の

世
帯
の
増
加
に
よ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手

助
け
（
掃
除
、
洗
濯
、
買
い
物
な
ど
）
を

必
要
と
し
て
い
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま

す
。　今

回
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
生
活
支
援

の
担
い
手
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま

す
。　地

域
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
は
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
対
象
　

　次
の
①
②
を
満
た
す
方

①
町
内
在
住
の
方
で
、
高
齢
者
の
生
活
支

援
の
担
い
手
と
し
て
活
動
す
る
意
欲
の
あ

る
方

②
２
日
間
の
研
修
に
参
加
で
き
る
方

　
　
　受講
し
ま
せ
ん
か
？

熱中症は予防が大事です！
この夏は暑い日が続いています。
熱中症は命にかかわる病気です。屋外だけでなく、室内でも起こります。
特に高齢の方は，喉の渇きや暑さを感じにくくなっています。しっかり予防しましょう。

【予防のポイント】
■ 睡眠をしっかりとりましょう

■ こまめに水分補給をしましょう
　のどが渇いたと感じる前に！

■ 食事をしっかりとりましょう

■ 暑さを避けましょう
　エアコンや扇風機など上手に使いましょう
　暑い日や暑い時間帯を避けて活動しましょう
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わ
が
町
の
た
か
ら
も
の 

～
シ
リ
ー
ズ
⑤
～

　草
木
塔
（
草
木
供
養
塔
と
も
）

は
、
自
然
の
草
や
木
に
宿
る
魂
を

供
養
す
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
も

の
で
、
国
内
で
も
置
賜
地
方
に
集

中
し
て
み
ら
れ
る
供
養
塔
で
す
。

最
も
古
い
も
の
は
、
江
戸
時
代
中

期
・
安
永
９
年
に
米
沢
市
の
入
田

沢
塩
地
平
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で

す
。
米
沢
藩
の
江
戸
屋
敷
や
米
沢

城
下
が
火
災
で
焼
失
し
た
際
、
再

建
の
た
め
に
伐
採
さ
れ
た
当
地
の

木
を
供
養
す
る
た
め
に
建
立
さ
れ

た
こ
と
が
草
木
塔
の
は
じ
ま
り
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
町
内
の
草
木
塔
の
詳
細
は
『
川
西
町
の
石
碑
・
石
仏 

祈
り
の
碑

い
し
ぶ
み』
に

　掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
町
生
涯
学
習
課

　生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　☎
44
ー
２
８
４
３

「
草
木
塔
」

　
　
　
　
　町
内
で
は
22
基
が
確

　
　
　
　認
さ
れ
て
お
り
、
最
も

　
　
　
　古
い
も
の
は
玉
庭
に
あ

　
　
　
　る
江
戸
時
代
後
期
・
寛

　
　
　
　政
９
年
建
立
の
も
の
で

　
　
　
　す
。
樹
齢
何
百
年
に
も

　
　
　
　な
る
木
が
伐
ら
れ
た
際
、

　
　
　
　木
の
精
の
よ
う
な
も
の

　
　
　
　が
血
を
流
し
て
苦
し
ん

で
い
る
夢
を
見
せ
ら
れ
た
り
、
大

き
な
木
の
う
な
る
声
が
聞
こ
え
た

た
め
、
そ
の
霊
を
供
養
す
る
目
的

で
建
立
さ
れ
た
と
い
う
話
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　草
木
塔
は
江
戸
時
代
以
降
も
主

に
林
業
が
盛
ん
な
地
域
で
建
立
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
、

環
境
問
題
や
自
然
保
護
な
ど
の
観

点
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
、
東
京

や
比
叡
山
延
暦
寺
に
も
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。
先
祖
が
伝
え
る
、
自

然
を
敬
い
そ
の
恩
恵
に
感
謝
す
る

心
を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て

ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

　こ
れ
ま
で
、
申
告
相
談
に
つ
い

て
は
各
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開

催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
31

年
２
月
実
施
の
相
談
か
ら
は
、
全

地
区
と
も
、
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー（
町
民
総
合
体
育
館
東
側
）

で
行
い
ま
す
。 

　な
お
、
詳
し
い
日
程
な
ど
に
つ

い
て
は
、
平
成
31
年
１
月
号
町
報

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

町
県
民
税
申
告
相
談

　会
場
を
変
更
し
ま
す

問
町
税
務
会
計
課 

町
税
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
２
２

　木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望

す
る
方
に
、
耐
震
診
断
士
を
派
遣

し
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者

　町
内
に
あ
る
昭
和
56
年
以
前
の

戸
建
て
木
造
住
宅
（
在
来
軸
組
工

法
）
に
お
住
ま
い
の
方

▼
耐
震
診
断
費
用

　８
千
円

▼
そ
の
他

　各
種
要
件
が
あ
り
ま

す
。
左
記
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

木
造
住
宅
の
耐
震
性
を
　

　
　
　
　
　診
断
し
ま
す

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
７

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　総
務
省
統
計
局
（
山
形
県
・
川

西
町
）
で
は
、
10
月
１
日
現
在
で

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す

る
最
も
基
本
的
か
つ
重
要
で
、
全

国
約
３
７
０
万
世
帯
の
方
々
を
対

象
と
し
た
大
規
模
な
調
査
で
す
。

　調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
「
住
生
活
基
本

計
画
」
の
成
果
指
標
の
設
定
、
耐

震
や
防
災
を
中
心
と
し
た
都
市
計

画
の
策
定
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　調
査
期
間
中
、
統
計
調
査
員
が

調
査
書
類
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

調
査
へ
の
回
答
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
回
答
ま
た
は
紙
の
調

査
票
で
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

情
報
統
計

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
６
８

来
年
産
「
つ
や
姫
」「
雪
若
丸
」
を

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　生
産
す
る
個
人
・
団
体
を
募
集

　募
集
期
間

　９
月
14
日
㈮
ま
で

「
つ
や
姫
」
に
つ
い
て

▼
申
請
手
続

　生
産
者
組
織
ま
た

　は
農
業
者
個
人
分
を
、
Ｊ
Ａ
・

　米
集
組
合
が
取
り
ま
と
め
申
請

▼
提
出
先

　Ｊ
Ａ
・
米
集
組
合
か

　ら
町
産
業
振
興
課
ま
で

「
雪
若
丸
」
に
つ
い
て

▼
申
請
手
続
　生
産
者
組
織
（
Ｊ

　Ａ
、
米
集
組
合
、
法
人
、
３
戸

　以
上
の
農
業
者
組
織
な
ど
）
で

　申
請

▼
提
出
先

　置
賜
総
合
支
庁
農
業

　技
術
普
及
課
・
西
置
賜
農
業
技

　術
普
及
課

※
今
年
度
に
認
定
・
登
録
さ
れ
て

　い
る
方
（
組
織
）
も
申
請
が
必

　要
で
す

問
町
産
業
振
興
課 

農
業
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
４
１
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献　血
〈期　　日〉９月２８日㈮
〈時　　間〉午前 9 時３０分～１１時３０分
〈場　　所〉町中央公民館
〈 対 象 者 〉 男性：１７歳～６９歳
　　　　　  女性：１８歳～６９歳
※６５歳以上の場合は、６０～６４歳で献血した方

〈 持 ち 物 〉献血カード
〈 そ の 他 〉４００ｍｌの献血のみになります。

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

８
月
22
日
㊌
　お
さ
ん
ぽ
ア
ニ
マ
ル
を
つ
く
ろ
う

９
月
７
日
㊎
　子
育
て
応
援
講
座
　楽
し
い
リ
ト
ミ
ッ
ク
②

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

８
月
20
日
㊊ 

９
月
18
日
㊋ 

申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

　玉
庭
保
育
所
・
美
郷
幼
稚
園

　８
月
21
日
㊋

　美
郷
幼
稚
園

　９
月
３
日
㊊

　
　北
斗
幼
稚
園

　９
月
12
日
㊌

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

健 康 情 報 ひ ろ ば

　子育て支援医療証を郵送します
■ 今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：８月２日～９月１日
■ 発送日 ８月２２日㈬
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉９月２０日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館

〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 28 年９月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 27 年９月、平成 28 年３月
平成 29 年７月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦・夫 13:50 ～ 14:00

お子さんの健診など
〈項目〉 〈期日・対象者〉

９・１０か月児
健康教室

期日：９月１９日㈬
対象：H29.11.1 ～ 12.31 生まれ

１歳６か月児
健康診査

期日：９月２１日㈮
対象：H28.12.16 ～
　　　　　　　H29.3.15 生まれ

〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈会　　場〉生きがい交流館

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０

パークゴルフ場ぐるりウォーク＋
プラステン
１０

　健康づくりのため、現在より１０分多く身体を動
かそう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日　時：９月３日㈪　午前６時～７時
場　所：川西ダリヤパークゴルフ場
内　容：パークゴルフ場の外周１㎞ウォーキング
　　　　体操
参加費：無料　　※８月３１日㈮まで要申込
その他：健幸マイレージ１０ポイント贈呈！

健幸マイレージ協力店が増えました
◆協力店名
　Cafe 椚（くぬぎ）

　（上小松５０９５―３６７）
◆特典内容
　コーヒー１００円引
　※インドネシア産コーヒー豆
　　トアルコトラジャ使用

※「健幸マイレージ」の詳細は、町ホームページを
　ご覧ください。

こあらっこ広場
〈日　時〉９月１０日㈪ 
　　　　　午前１１時３０分～午後０時３０分

〈場　所〉町生きがい交流館
〈対　象〉妊婦さん、１歳未満のお子さんとママ
〈内　容〉交流や情報交換の場です。体重測定や
　　　　 相談もできます。

〈申　込〉不要です。お気軽にお越しください。

ママパパ教室
〈期　　日〉９月１２日㈬
〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈申込方法〉９月５日㈬まで電話で申込

適正受診を心がけましょう★今月のポイント★　
　「ジェネリック医薬品」は、新薬と同等の効き目が
ある薬で、より安価で提供されておりますので、医療
費削減効果が期待できます。処方を希望される場合は、
医師や薬剤師の方へご相談ください。

＊
育
児
相
談
（
栄
養
士
来
所
）
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

９
月
13
日
㊍

　申
込
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
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まちからのお知らせ
town information

メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
の
整
備
・
形
成
に
向
け
て

　
　

　
　
　
　
　
　
　～
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
～

メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
の
　
　
　
　

　
　
　形
成
に
向
け
た
取
り
組
み

　

町
で
は
公
立
置
賜
総
合
病
院
周

辺
の
開
発
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ
、
病
院
周
辺
に

商
業
・
住
宅
・
医
療
が
融
合
す
る

「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
」
の
形
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
度
は
整
備
重
点
区
域
（
約

10
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
測
量
を
実
施

し
、
地
権
者
や
大
塚
地
区
住
民

と
の
意
見
交
換
や
、
公
立
置
賜
総

合
病
院
の
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
内

容
を
「
町
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
整

備
検
討
委
員
会
」
に
よ
る
検
討
を

経
て
、
配
置
計
画
な
ど
の
基
本
的

な
設
計
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

金
融
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
民
間
事
業
者
の
誘
致
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　今
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の

民
間
事
業
者
や
、
か
か
り
つ
け
医

の
誘
致
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
「
町
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン

デ
ザ
イ
ン
会
議
」
を
設
置
し
、
地

域
の
景
観
や
建
築
物
な
ど
と
の
調

和
を
図
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　意
見
交
換

　町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
反

映
し
た
、
よ
り
魅
力
的
な
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
「
第
１
回
メ
デ
ィ

カ
ル
タ
ウ
ン
整
備
町
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
、
７
月
22
日
㈰
、

大
塚
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
開
催
し
ま
し
た
。

　ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
地
元

大
塚
地
区
住
民
の
ほ
か
、
公
立
置

賜
総
合
病
院
の
職
員
、
県
立
保
健

医
療
大
学
、
東
北
芸
術
工
科
大
学

【ワークショップでの主なご意見】
■良い点
　・様々な商店ができる
　・医療の質の向上につながる
　・定住・移住者が増える
■心配な点
　・雪や風の対策
　・タウンへの移動方法
　・子どもの遊び場

の
教
授
や
学
生
、
町
職
員
な
ど
46

名
が
参
加
。
デ
ザ
イ
ン
会
議
の
委

員
長
を
務
め
る
東
北
芸
術
工
科
大

学
の
渡
部
桂
准
教
授
を
進
行
役
に
、

６
班
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
い
ま
し
た
。

　初
め
に
町
か
ら
メ
デ
ィ
カ
ル
タ

ウ
ン
構
想
の
概
要
と
、
商
業
区
域

や
住
宅
区
域
の
配
置
図
案
を
説
明

し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
誰

も
が
住
み
た
く
な
る
、
訪
れ
た
く

な
る
ま
ち
を
考
え
よ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。　ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
全
２
回
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
次
回
は

10
月
こ
ろ
に
開
催
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
町
実
施
事
業
の
外
部
評
価
結
果
を
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
～

　

７
月
31
日
㈫
、
町
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
（
藤
倉
利
英
委
員
長
）
よ

り
、
平
成
29
年
度
に
町
が
実
施
し

た
事
業
に
対
す
る
外
部
評
価
の
報

告
書
を
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　町
で
は
、
実
施
し
た
事
務
事
業

を
客
観
的
に
評
価
・
検
証
し
、
そ

の
結
果
を
次
年
度
に
活
か
し
て
い

く
手
段
と
し
て
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
庁
内
で

の
内
部
評
価
の
あ
と
、
町
民
な
ど

で
組
織
す
る
町
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
に
お
い
て
外
部
評
価
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　今
回
の
外
部
評
価
は
、
か
わ
に

し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
５
次
総
合

計
画
）
に
お
け
る
４
つ
の
主
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
地
域
経
済
活
性

化
、
移
住
・
定
住
促
進
、
生
涯
現

役
、
女
性
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
）
と
、「
子
育
て
」「
地
域
づ
く

り
」「
農
業
」「
観
光
」
の
分
野
の

施
策
を
対
象
と
し
て
評
価
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　ま
た
、
人
口
減
少
克
服
を
目
的

と
し
て
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た

「
川
西
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
の
計
画
期
間
の

半
ば
を
過
ぎ
た
こ
と
か
ら
、
数
値

目
標
な
ど
の
達
成
状
況
の
中
間
評

価
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　外
部
評
価
の
結
果
は
、
今
後
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
く

と
と
も
に
、
事
務
事
業
の
改
善
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
施
策
の
充
実
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
町
未
来
づ
く
り
課 

政
策
調
整

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
９
５

問
町
未
来
創
造
室

☎
42
ー
６
６
０
４

▲メディカルタウンの整備予想模型を前に意見交換

▲報告書を提出する藤倉利英委
　員長（右）

▲まちづくり委員のみなさん
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消
費
税
軽
減
税
率
等
説
明
会

▼
日
時
：
９
月
21
日
㈮

　午
前
10
時
～

▼
会
場

　町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
：
事
業
者
全
般

問
米
沢
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
22
―
６
３
２
０

依
存
症
家
族
教
室

▼
日
時

①
9
月
８
日
㈯
　午
後
２
時
～

②
10
月
27
日
㈯
　午
後
２
時
～

▼
会
場
：
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

　タ
ー
（
山
形
市
）

▼
対
象
：
さ
ま
ざ
ま
な
依
存
症
問

　題
に
悩
む
家
族
　50
名
程
度

▼
参
加
費
：
無
料

▼
申
込
：
左
記
ま
で
申
込

問
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
７
４
ー
０
１
３
９

住
ま
い
の
無
料
法
律
相
談

▼
日
時
：
9
月
20
日
㈭
　

　午
後
1
時
30
分
～

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁
５
階

▼
人
数：先
着
３
名
（
１
人
40
分
）

▼
申
込
：
要
事
前
申
込

問
㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所

☎
24
ー
２
３
３
２

マ
ザ
ー
ズ
お
し
ご
と

　

　
　
　相
談
会
in
米
沢

▼
日
時
・
内
容
　９
月
10
日
㈪

○
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　セ
ミ
ナ
ー
「
就
職
活
動
の
基
本

　と
ポ
イ
ン
ト
を
知
ろ
う
！
」

　（要
予
約
）

○
午
前
11
時
30
分
～
午
後
２
時

　個
別
相
談
会
（
予
約
不
要
）

※
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
可
。

▼
会
場
　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

▼
対
象

　就
職
を
考
え
て
い
る
子

　育
て
中
の
女
性 

※
受
講
中
や
相
談
中
は
同
室
で
保

　育
ス
タ
ッ
フ
が
お
子
さ
ん
を
お

　預
か
り
し
ま
す
。

問
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
山
形

☎
０
２
３
―
６
６
５
―
５
９
１
５

が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　が
ん
検
診
後
の
精
密
検
査
、
診

断
か
ら
治
療
、
そ
の
後
の
療
養
生

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

８・９月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談

（こころ・ひきこもりの相談含む）
9 月10日㈪・２5日㈫
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０

特設人権相談 9 月５日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

弁護士
消費生活相談

9 月 12 日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
※要事前申込

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

行政相談 9 月 19 日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

９月

期　間 当番店（社） 電話番号

8 月15日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

８月１6日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

８月17日～19日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住設 ☎４２－３９８７

８月２0日～26日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

8 月27日～９月2日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

９月3日～9日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

９月10日～16日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住設 ☎４２－３９８７

活
や
社
会
復
帰
と
、
が
ん
に
関
す

る
様
々
な
悩
み
を
気
軽
に
相
談
で

き
ま
す
。
相
談
員
が
お
話
を
聞
き

な
が
ら
あ
な
た
に
合
っ
た
【
が
ん

と
の
向
き
合
い
方
】
を
一
緒
に
考

え
て
い
く
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

▼
場
所
：
や
ま
が
た
健
康
推
進
機

　構 

が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン

　タ
ー（
山
形
検
診
セ
ン
タ
ー
内
）

　【住
所
】
山
形
市
蔵
王
成
沢
字

　向
井
久
保
田
２
２
２
０

▼
相
談
方
法
・
時
間

　お
電
話
と
ご
来
所
で
ご
相
談
い

た
だ
け
ま
す
。

【
月
曜
～
金
曜
】

　午
前
10
時
～
午
後
４
時

　※
第
２・
４
水
曜
の
み
午
後
７

　
　時
ま
で

【
第
１
土
曜
】
午
前
10
時
～
正
午

　※
４
月
～
12
月
の
み

○
電
話
（
通
話
料
無
料
）

０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
８
２
３
０

相

　
談

まちからのお知らせ
town information

盛
大
に
開
園
！

　日
本
最
大
級
の
川
西
ダ
リ
ヤ
園

が
、
８
月
１
日
㈬
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　８
月
４
日
㈯
に
開
園
式
を
行
い
、

川
西
子
ど
も
観
光
大
使
ラ
ダ
リ
ア

の
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
で
開
園
式
を

盛
り
上
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　今
年
も
、
６
５
０
品
種
・
10
万

本
の
ダ
リ
ア
と
、
そ
の
ダ
リ
ア
を

さ
ら
に
楽
し
め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
ご
用
意
し
、
み
な
さ
ん
を
お

迎
え
し
ま
す
。

　ご
家
族
や
お
友
達
と
、
ぜ
ひ
川

西
ダ
リ
ヤ
園
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

川
西
ダ
リ
ヤ
園
開
園

■ 

開
園
期
間 

11
月
４
日
㈰
ま
で

■ 

開
園
時
間

　午
前
９
時
～

　午
後
６
時（
10
月
～
日
没
閉
園
）

新
品
種
に
名
前
を
つ
け
よ
う

　川
西
町
で
生
ま
れ
た
新
品
種
の

ダ
リ
ア
の
名
前
を
募
集
し
ま
す
。

　新
品
種
の
名
前
と
し
て
選
ば
れ

た
方
に
は
、
命
名
ダ
リ
ア
の
花
束

と
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

▼
投
票
期
間

　９
月
１
日
㈯
～
24
日
㈪
㈷

▼
投
票
場
所
：
ダ
リ
ヤ
園
内
茶
屋

　前
特
設
コ
ー
ナ
ー

マ
イ
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　愛
好
家
の
方
々
が
、
丹
精
込
め

て
育
て
た
ダ
リ
ア
を
使
っ
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
花
壇
を
つ
く
り
ま
す
。

　６
か
所
の
中
か
ら
最
も
美
し
い

花
壇
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
投
票
期
間

　９
月
１
日
㈯
～
24
日
㈪
㈷

▼
投
票
場
所
：
マ
イ
ガ
ー
デ
ン
特

　設
コ
ー
ナ
ー

第
65
回
東
北
ダ
リ
ヤ
名
花
展

　国
内
最
大
の
ダ
リ
ア
品
評
会
を

開
催
し
ま
す
。
丹
精
込
め
て
育
て

た
ダ
リ
ア
を
出
品
し
ま
せ
ん
か
。

　町
内
外
を
問
わ
ず
ダ
リ
ア
を
栽

培
し
て
い
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
出

品
で
き
ま
す
。

▼
期
間

　９
月
22
日
㈯
～
24
日
㈪
㈷

▼
規
格
：
切
り
花
、
鉢
植
え

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
５

▲平成 29年度命名
　　　「魔女」

ダ
リ
ヤ
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

▲歌とダンスで開園式を盛り上げ

フ
ロ
ー
リ
ス
ト
ア
レ
ン
ジ
展

　フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の

プ
ロ
が
各
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
て
ダ

リ
ア
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
展
示

し
ま
す
。
よ
り
華
や
か
に
な
っ
た

ダ
リ
ア
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
：
９
月
15
日
㈯
～
16
日
㈰

Ｙ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
公
開
生
放
送

　ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
一
緒
に

ダ
リ
ヤ
園
や
町
の
魅
力
を
お
届
け

し
ま
す
。
制
限
時
間
内
に
ダ
リ
ア

を
い
か
に
美
し
く
表
現
す
る
か
を

競
う「
ダ
リ
ア
ア
レ
ン
ジ
バ
ト
ル
」

も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
期
日
：
９
月
15
日
㈯
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置
賜
広
域
行
政
事
務
組

合
職
員
採
用
試
験

▼
試
験
区
分

　消
防
士
（
４
名
程
度
）

▼
試
験
日
：
9
月
23
日
㈰

▼
会
場
：
置
賜
広
域
行
政
事
務
組

　合
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

※
体
力
試
験
は
９
月
25
日
㈫
に
米

　沢
市
営
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

▼
採
用
予
定
日

　平
成
31
年
４
月
１
日

▼
受
付
期
間
：
９
月
７
日
㈮
ま
で

▼
受
験
申
込
書
の
交
付
場
所

①
当
組
合
事
務
局
総
務
課
、
消
防

　本
部
及
び
各
消
防
署

②
置
賜
市
町
の
企
画
担
当
課

③
本
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務

　局
総
務
課

　☎
23
ー
３
２
４
６

米
沢
平
野
土
地
改
良
区

職
員
採
用
試
験

▼
募
集
人
員
：
若
干
名

▼
職
種
：
土
地
改
良
区
一
般
事
務

▼
一
次
試
験
日
：
11
月
10
日
㈯

▼
受
付
期
間
：
10
月
１
日
㈪
～

　10
月
18
日
㈭
必
着（
平
日
の
み
）

▼
採
用
予
定
日

　平
成
31
年
4
月
1
日

問
米
沢
平
野
土
地
改
良
区

☎
23
ー
０
０
１
５

山
形
県
社
会
福
祉

　
　

　
　事
業
団
職
員
募
集

▼
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

①
一
般
職
（
主
事
）：
１
名
程
度

②
一
般
職
（
援
助
員
）

　
　
　
　
　
　
　２
、３
名
程
度

▼
受
付
期
限
：
９
月
14
日
㈮

▼
試
験
日
：
10
月
14
日
㈰

▼
採
用
日
：
平
成
31
年
４
月
１
日

▼
申
込
方
法
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で

　お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
社
福
）
山
形
県
社
会
福
祉
事

　業
団
事
務
局

☎
０
２
３
ー
６
２
３
ー
９
１
２
７

自
衛
官
等
募
集

▼
募
集
種
目

①
自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補

　生
②
航
空
学
生

▼
対
象

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

②
高
卒
以
上
（
見
込
含
）、
18
歳

　以
上
21
歳
未
満
の
男
女

※
ど
ち
ら
も
平
成
31
年
４
月
１
日

　現
在

▼
受
付
期
限
：
９
月
７
日
㈮

▼
試
験
期
日
：
受
付
時
に
お
知
ら

　せ
し
ま
す
。

【
採
用
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
】

▼
日
時
：
８
月
26
日
㈰
　
　
　
　

　午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
場
所
：
町
中
央
公
民
館

※
予
約
不
要

問
自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所

☎
23
ー
０
０
１
１

や
ま
が
た
健
康
フ
ェ
ア

２
０
１
８

▼
期
日
：
９
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

▼
会
場
：
山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

　
　
　（山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
）

▼
内
容
：
室
伏
由
佳
氏
ト
ー
ク
シ

　ョ
ー
、
や
ま
が
た
健
康
川
柳
２

　０
１
８
大
賞
発
表
式
、
内
臓
脂

　肪
測
定
会
な
ど

▼
入
場
料
：
無
料

問
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
２
３
ー
６
３
０
ー
２
９
１
９

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

　
　

（
森
の
案
内
人
）
養
成
講
座

▼
期
日
・
内
容

①
９
月
１
日
㈯

　森
の
案
内
方
法
、
安
全
管
理
、

　救
急
処
置

②
10
月
27
日
㈯

　自
然
を
楽
し
む
、
森
で
遊
ぶ

▼
会
場
：
県
源
流
の
森
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　（飯
豊
町
）

▼
募
集
人
数
：
高
校
生
以
上
の
方

　25
名
程
度
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
：
無
料

問
置
賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
森

　づ
く
り
推
進
室

☎
35
ー
９
０
５
３

県
産
材
で
マ
イ
箸
づ
く
り

　
　
　し
て
み
ま
せ
ん
か

▼
日
時
：
９
月
２
日
㈰

　
　
　
　

　
　
　
　午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
会
場

　町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

▼
参
加
費
：
無
料

　
　
　
　
　（先
着
順
50
セ
ッ
ト
）

問
や
ま
が
た
公
益
の
森
づ
く
り
支

　援
セ
ン
タ
ー

☎
090
ー
２
９
７
０
ー
５
３
３
９

出
会
い
の
機
会
を

　
　
　

　
　
　
　
　あ
な
た
に
！

　県
、
35
市
町
村
、
経
済
団
体
で

組
織
す
る
「
や
ま
が
た
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
は
、
結
婚
を

希
望
す
る
独
身
者
を
応
援
す
る
た

め
、
W
e
b
を
活
用
し
希
望
に

採
用
・
募
集

催

　
し

広
告

お
し
ら
せ

合
う
相
手
を
検
索
・
閲
覧
、
１
対

１
の
お
見
合
い
の
申
込
み
が
で
き

る
会
員
制
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
を
運
用
し
て
お
り
ま
す
。

　20
歳
以
上
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
（
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
）
が
あ
る
方
な
ら
、
ど
な
た

で
も
登
録
い
た
だ
け
ま
す
。（
登

録
料
1
万
円
、登
録
期
間
3
年
間
）

「
出
会
い
の
機
会
が
な
い
」、「
本

気
で
結
婚
を
考
え
て
い
る
」
と
い

う
方
、
ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　や
ま
が
た

　出
会
い

　で
検
索

まちからのお知らせ
town information

種　目 氏名・学校 タイム

4 年男子 25ｍ自由形 小野　蒼
あおい
依 玉庭 23.4

4 年女子 25ｍ自由形 山田奈
な な か
那香 中郡 22.1

４年男子 25ｍ平泳ぎ 髙橋　昂
こうせい
聖 中郡 43.1

４年女子 25ｍ平泳ぎ 長澤　和
わ か
佳 中郡 33.9

5 年男子 50ｍ自由形 多勢　彰
しょうご
悟 小松 44.6

5 年女子 50ｍ自由形 寒河江希
のぞみ
実 吉島 40.9

6 年男子 50ｍ自由形 遠藤　巧
たくみ
弥 中郡 37.8

6 年女子 50ｍ自由形 鈴木　　爽
さやか 中郡 36.7

5 年男子 50ｍ平泳ぎ 梅津　愛
あいと
叶 大塚 1:02.2

5 年女子 50ｍ平泳ぎ 竹田　　栞
しおり 中郡 57.0

6 年男子 50ｍ平泳ぎ 淀野　叶
と わ
倭 中郡 51.6

6 年女子 50ｍ平泳ぎ 佐藤　由
ゆ い
依 大塚 52.7

オープン男子 100ｍ自由形 淀野　叶
と わ
倭 中郡 1:34.1

オープン女子 100ｍ自由形 鈴木　　爽
さやか 中郡 1:23.3

第
39
回
川
西
町
小
学
校
水
泳
大
会
結
果
（
１
位
の
み
を
掲
載
）

小
学
生
た
ち
が
全
力
水
泳
！

か
ら
６
期
18
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
委
員
を
務
め
ら
れ
、
人
権
擁
護

の
普
及
啓
発
活
動
に
尽
力
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
島
貫
さ
ん
の
長
年
の

ご
功
績
に
、
平
成
20
年
に
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰
を
、

ま
た
平
成
28
年
に
は
法
務
大
臣
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　島
貫
さ
ん
に
代
わ
り
、
新
た
に

金
田
照
子
さ
ん
（
中
小
松
）
が
７

月
１
日
付
で
法
務
大
臣
よ
り
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
８

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

▲感謝状が贈られた島貫さん（左）と
　委嘱状を交付された金田さん（右）

　

人
権
擁
護
委
員
を
６
月
30
日
付

け
で
退
任
さ
れ
た
島
貫
明
さ
ん

（
上
小
松
）
に
法
務
大
臣
よ
り
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　島
貫
さ
ん
は
、
平
成
12
年
３
月

小
松
豊
年
獅
子
踊

▼
公
演
日
　８
月
27
日
㈪

▼
会
場
及
び
時
間
（
目
安
）

・
諏
訪
神
社
　午
前
９
時
～

・
小
松
保
育
所

　
　
　
　
　
　午
前
９
時
45
分
～

・
か
が
や
き
の
丘

　
　
　
　
　
　午
前
10
時
20
分
～

・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ロ
ン
サ
ン
ク
ス

　（中
小
松
）
　午
前
11
時
～

・
肉
の
斎
藤
　午
前
11
時
40
分
～

問
小
松
豊
年
獅
子
踊
会

☎
会
長
原
田
さ
ん

０
９
０
ー
７
５
２
４
ー
２
６
６
１

下
小
松
古
墳
群 

秋
の
七
草
観
察
会

　下
小
松
古
墳
群
に
は
、
秋
の
七

草
（
キ
キ
ョ
ウ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
な

ど
）
が
自
生
し
て
い
ま
す
。
散
策

し
な
が
ら
可
憐
な
そ
の
姿
を
観
察

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
　８
月
25
日
㈯

　午
前
９
時
～
11
時
30
分

▼
集
合
場
所

　下
小
松
古
墳
群
駐
車
場

▼
案
内
人
　白
壁
洋
子
さ
ん

　（や
ま
が
た
公
益
の
森
づ
く
り

　支
援
セ
ン
タ
ー
）

▼
服
装
・
持
ち
物

　長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、
飲

　み
物

▼
参
加
費

　無
料

問
里
山
と
下
小
松
古
墳
群
を
守
る

　会
　☎

42
ー
４
６
７
６

▲自生するオミナエシ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

　
　初
心
者
講
習
会

▼
日
時
：
９
月
８
日
㈯

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　（集
合
）
午
前
９
時

▼
場
所

　川
西
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

▼
参
加
費

　大
人
８
０
０
円

　中
学
生
以
下
５
５
０
円

▼
申
込
：
左
記
に
８
月
30
日
㈭
ま

　で
（
先
着
20
名
）

問
川
西
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

☎
33
ー
９
３
９
０

9　町報かわにし 平成３０年８月１５日
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

酷
暑
が
続
い
て
い
ま
す

　
気
象
庁
が
「
命
に
係
わ
る
高
温
で
こ
れ
は
災

害
で
す
」
と
発
表
す
る
ほ
ど
日
本
列
島
は
猛
暑

に
襲
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
山
形
県
は
、
こ

の
２
か
月
近
く
ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
っ
て
い
ま

せ
ん
。
今
月
に
入
り
そ
の
影
響
は
顕
著
と
な
り
、

農
作
物
や
生
活
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。
今
月
、

県
は
置
賜
管
内
の
農
業
用
水
の
状
況
を
報
告
、

８
月
１
日
現
在
、
水
窪
ダ
ム
、
白
川
ダ
ム
の
貯

水
率
は
、
39
パ
ー
セ
ン
ト
、
17
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
取
水
制
限
を
し
な
が

ら
通
水
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
、
水
稲
は
出

穂
期
を
迎
え
水
が
最
も
必
要
な
時
期
で
す
。
高

温
の
影
響
で
田
に
水
を
貯
め
て
お
く
と
根
に
障

害
が
発
生
す
る
た
め
大
量
の
水
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。
米
沢
平
野
、
白
川
両
土
地
改
良
区
と

も
こ
の
大
事
な
時
期
に
水
を
確
保
し
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
少
雨
が
続
け

ば
８
月
15
日
頃
ダ
ム
も
干
上
が
っ
て
し
ま
う
異

常
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
８
月
３
日
に
白
川

土
地
改
良
区
高
橋
理
事
長
が
来
庁
さ
れ
、
水
が

か
か
ら
ず
白
く
乾
き
き
っ
た
田
が
地
割
れ
し
て

い
る
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
立
ち

枯
れ
状
態
の
イ
ネ
の
姿
に
、
雨
ニ
モ
マ
負
ケ
ズ

の
「
日
照
り
の
時
は
涙
を
流
し
」
が
思
い
浮
か

び
、
胸
が
つ
ま
り
ま
し
た
。
転
作
の
大
豆
、
野

菜
、
果
樹
、
花
な
ど
に
も
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　８
月
４
日
に
川
西
ダ
リ
ヤ
園
の
開
園
式
を
開

催
し
ま
し
た
。
高
温
少
雨
の
た
め
花
は
３
割
程

度
の
開
花
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
従
業
員
の

み
な
さ
ん
は
早
朝
か
ら
夕
方
遅
く
ま
で
猛
暑
の

中
、
芽
か
き
、
除
草
。
水
や
り
と
懸
命
に
努
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
汗
の
結
晶
が

ダ
リ
ア
の
花
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
町

民
の
み
な
さ
ん
に
も
応
援
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　今
年
の
異
常
気
象
、
台
風
が
近
づ
か
な
い
と

解
消
し
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
た
だ
台
風
の

影
響
も
予
想
が
つ
か
ず
、
雨
の
降
り
方
、
風
の

強
さ
は
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
超
え
て
各
地
に
被

害
を
与
え
て
い
ま
す
。
暑
さ
対
策
と
同
時
に
台

風
対
策
に
も
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
西
日
本
豪
雨
災
害
が
本
町
に
発
生
し
な

い
と
い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
今

一
度
、
災
害
発
生
時
に
避
難
す
る
準
備
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　今
年
経
験
し
た
異
常
気
象
は
、
今
後
当
た
り

前
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
だ
け
で
は

な
く
地
球
規
模
で
気
象
状
況
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
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川
西
町
と
言
え
ば
・
・
・

川西町地域おこし協力隊
電　話：０２３８－４２－６６９４
メール：chimaru@ms5.omn.ne.jp

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
年
目
に
な

り
、
こ
の
町
で
改
め
て
痛
感
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
お
米
が

お
い
し
い
」
と
い
う
こ
と
。
よ
そ
で

塩
む
す
び
を
食
べ
た
と
き
に
「
あ

れ
っ
、
全
然
違
う
！
」
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
よ
く
県
外
の
方
に

「
山
形
は
食
べ
物
が
と
て
も
お
い
し

い
」
と
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
こ
れ

は
本
当
ら
し
い
、
と
身
を
も
っ
て
体

感
し
た
出
来
事
で
し
た
。
以
来
、
そ

れ
が
こ
の
町
で
は
当
た
り
前
に
作
ら

れ
、
食
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
幸
せ

を
、
お
米
と
共
に
か
み
し
め
て
い
ま

す
。
お
米
農
家
の
み
な
さ
ん
に
は
、

改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
い
つ
も
、
お
い
し
い
お
米
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　さ
て
、
そ
ん
な
私
は
現
在
、
川
西

町
産
の
お
米
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
を

メ
イ
ン
に
し
た
食
事
を
提
供
す
る
地

域
食
堂
を
つ
く
る
べ
く
、
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
お
店
の
内
装
を
考

え
た
り
、
試
作
・
試
食
を
繰
り
返
し
、

レ
シ
ピ
を
考
え
た
り
。（
そ
の
お
か

げ
も
あ
っ
て
か
、
体
重
が
３
キ
ロ
く

ら
い
増
え
て
い
ま
し
た
…
。）
素
材

の
味
を
活
か
し
つ
つ
、
お
客
様
に
お

い
し
い
！
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

あ
れ
こ
れ
と
研
究
中
で
す
。

　お
に
ぎ
り
の
具
や
お
か
ず
の
リ
ク

エ
ス
ト
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　吉
島
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
前
に
９

月
頃
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
、
工
事

も
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
お
食
事

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
の
み
な
さ

ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て

い
け
た
ら
い
い
な
ー
と
思
っ
て
い
ま

す
。
オ
ー
プ
ン
し
た
際
は
、
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
　
　齋
藤

　尚

▲わたしが握るおにぎり、食べてほしいです！

　今
年
は
、
玉
庭
小
学
校
を
主
会

場
と
し
て
、
玉
庭
地
区
自
主
防
災

会
や
町
消
防
団
な
ど
各
種
団
体
の

協
力
を
得
な
が
ら
開
催
し
ま
す
。

　こ
の
訓
練
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
が
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地

震
の
よ
う
な
地
震
災
害
に
あ
っ
た

と
き
に
「
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た

ら
よ
い
か
」
を
考
え
、
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
行
う

も
の
で
す
。

　今
年
は
、
大
声
発
声
訓
練
（
大

声
大
会
）、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ

る
初
期
消
火
訓
練
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。
煙
体
験
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
災
害
用

伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
体
験
も
で
き
ま

す
の
で
、
地
区
外
の
方
も
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※
一
般
参
観
の
方
は
、
近
隣
の
駐

　車
場
が
手
狭
の
た
め
、
交
通
に

　ご
留
意
く
だ
さ
い
。

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
く
だ
さ
い

震
度
６
強
の
大
地
震
を
想
定

●
災
害
状
況
（
想
定
）

　
平
成
30
年
８
月
26
日
午
前
８
時
、
長な

が
い
ぼ
ん
ち
せ
い
え
ん
だ
ん
そ
う
た
い

井
盆
地
西
縁
断
層
帯
を
震
源

地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
７
（
震
度
６
強
）
と
推
定
さ
れ
る

大
規
模
地
震
の
発
生
を
想
定
し
て
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

　午
前
８
時
・
・
・
・
・
災
害
発
生
（
震
度
６
強
の
地
震
）

　午
前
９
時
15
分
・
・
・
現
地
対
策
本
部
設
置
（
玉
庭
小
学
校
）

　正
午
・
・
・
・
・
・
・
終
了
予
定

《
各
種
訓
練
等
》

　避
難
訓
練
、大
声
発
声
訓
練
（
大
声
大
会
）、初
期
消
火
訓
練
（
バ

　ケ
ツ
リ
レ
ー
）、
火
災
防
御
訓
練
、
水
道
・
道
路
復
旧
訓
練
、
救

　出
救
護
訓
練
、
食
料
供
給
訓
練
、
地
震
体
験
訓
練
、
煙
体
験
訓
練

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー
プ 
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●
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

　
当
日
の
午
前
８
時
に
中
郡
・
玉
庭
・
東
沢
で
、
訓
練
の
た
め
災
害

発
生
を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

●
通
行
制
限
さ
れ
ま
す

　
玉
庭
小
学
校
周
辺
の
道
路
を
、
当
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で
、

一
部
通
行
制
限
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

日
時

　８
月
26
日
㈰ 

午
前
９
時
～

場
所

　玉
庭
小
学
校
周
辺
（
小
雨
決
行
）

９
月
９
日
は
救
急
の
日

　
　
　
　
　
　～
９
月
３
日
か
ら
９
日
は
救
急
医
療
週
間
～

　平
成
29
年
中
の
救
急
出
動
件
数

は
７
０
０
件
で
、
前
年
を
上
回
り

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
６
６
９
人
が

搬
送
さ
れ
、
１
日
あ
た
り
約
２
件

の
出
動
で
、
町
民
23
人
に
１
人
が

搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　近
年
、
全
国
的
に
救
急
車
の
出

動
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
救

急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の

時
間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た

人
の
約
半
数
が
「
入
院
を
必
要
と

し
な
い
軽
症
」
と
医
師
か
ら
診
断

さ
れ
る
現
状
も
あ
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
に
上
手
に

救
急
車
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
総
務
省
消
防
庁
で
は
「
救
急

車
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
」
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

救
急
車
を
上
手
に
使
お
う

川
西
町
内
の
救
急
の
特
徴

▼
日
時

　９
月
９
日
㈰

　
　
　
　
　
　午
後
１
時
～
４
時

▼
対
象

　中
学
生
以
上
の
方

▼
場
所

　川
西
消
防
署

　会
議
室

▼
内
容

　心
肺
蘇
生
法
（
人
工
呼

　吸
・
胸
骨
圧
迫
な
ど
）

　
　
　

　Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
な
ど

▼
服
装
・
持
ち
物

　動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、

　筆
記
用
具

▼
申
込

　８
月
31
日
㈮
ま
で
左
記

　に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

　

　
　
　
　
　
　命
を
つ
な
ぐ

～
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
～

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　

　川
西
消
防
署
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町報かわにし　6平成３０年８月１５日 町報かわにし　20平成３０年８月１５日

　現在の落語人気の火付け
役である春風亭一之輔師匠
が１年半振りにプラザ寄席
に登場します。
　テレビ、ラジオに引っ張
りだこの一之輔師匠。
　チケットはお早めに！
■ 日　時　９月１７日㈪㈷ 　午後３時開演
■ 会　場　フレンドリープラザ（ロビー）
■ 料　金　一般：3,000 円　　会員：2,800 円
　　　　　　高校生以下：1,500 円
　　　　　　※当日券は各 200円増し

フレンドリー
プラザ

春風亭一之輔 独演会 普天間かおり コンサート

■ 日時　９月８日㈯ 　午後３時開演
■ 会場　フレンドリープラザ（ロビー）
■ 料金　 一般：3,000 円　　会員：2,800 円

高校生以下：1,500 円
※当日券は各 200円増し

　その透明感あふれる歌声
と抜群の歌唱力。ハイレベ
ルな音楽性と鋭い感性はま
さに真のアーティスト。
　凛として透き通った声と、
温かく包み込んでくれる表
現力で多くのファンを魅了
しています。

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 17：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫
●９月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

●９月のおはなし会　おはなしのへや
　９月８日㈯　午前 11時～ 11時 30分
　紙芝居と絵本の読み聞かせ。みんなきてね！

こどもの本

おとなの本
『「徹子の部屋』の花しごと』

石橋恵三子著　宮本恵理子構成　産業編集センター刊

　ご長寿番組と知られている「徹子の部屋」。
司会者とゲストのほかに毎日出演している「花」
について書かれた本です。テレビや映画業界
で「消えもの」と呼ばれる「花」を扱い続けて
５０余年。「花」への情熱が感じられる一冊です。

●遅筆堂文庫読書会
　９月２日㈰　午後 2時～

●大人のための夜の図書館 vol .13
　９月１２日㈬　午後７時～ 8時　参加費無料
　『酒の造り方・美味しい酒の見分け方』
　　講師：髙橋義孝さん（中沖酒造 (株 ) 専務）

●おすすめ本のコーナー
　「春風亭一之輔独演会」によせて　落語あれこれ

『ペンギンクルーズ』
　　　　　　　　　　　　　　　のはなはるか作　くもん出版刊

　今日はペンギンかぞくが初めて旅行にで
かける日。氷の港から、あこがれのペンギ
ンクルーズに出発します。南の島に向かう
大きな船の中では、ダンスをしたり、映画
を見たり、みんな思い思いの時間を過ごし
ます。あなたもペンギン達と一緒に旅行し
てみませんか。

●井上ひさし展示室【企画展】
　「井上ひさし　コントの原点」

　今回でファイナルを迎えるＢＢＯ（ブックブックオ
キタマ）！
　よりみちブックイベントの他、トークイベント・ラ
イブクッキング・図書館に泊まろう企画などなど、楽
しい企画が目白押しです！
■ 開催期間
　９月２２日㈯～１０月７日㈰
■ メインイベント
　１０月７日㈰「読書と芋煮の日曜日」

ＢＢＯ Final

　７月２１日、２２日に飯
豊少年自然の家で夏季合宿
を行いました。
　9月２４日㈪には定期公
演を開催します。
　一緒に演劇を楽しみま
しょう！

子ども演劇教室 受講生募集中

　７
月
22
日
㈰
、
消
防
団
に
よ
る

ポ
ン
プ
操
作
の
的
確
さ
を
競
う
川

西
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　今
大
会
に
は
ポ
ン
プ
車
の
部
に

１
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に

12
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
各

チ
ー
ム
と
も
真
剣
な
眼
差
し
で
ポ

ン
プ
操
作
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

●
大
会
結
果

①
ポ
ン
プ
車
の
部
　優
秀
賞
　

　第
４
分
団
第
３
部
１
班
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（中
郡
・
坂
町
）

②
小
型
ポ
ン
プ
の
部

１
位
　第
３
分
団
第
２
部
１
班
　

　
　
　
　
　
　
　（犬
川
・
新
町
）

2
位
　第
３
分
団
第
１
部
１
班
　

　
　
　
　
　
　（犬
川
・
下
小
松
）

３
位
　第
４
分
団
第
5
部
1
班
　

　
　
　
　
　
　
　（中
郡
・
新
町
）

日
ご
ろ
の
成
果
を
発
揮
す
る
熱
戦

～
町
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
～

▲一斉に操作始め！ ▲第３分団第２部 1 班（犬川・新町）▲第４分団第３部 1 班（中郡・坂町）

▼
放
送
内
容
の
再
確
認
方
法

　防
災
行
政
無
線
か
ら
放
送
さ
れ

た
内
容
は
、「
防
災
情
報
テ
レ
フ
ォ

ン
サ
ー
ビ
ス
」

☎
42
ー
４
２
６
１

☎
42
ー
４
２
６
２

☎
42
ー
４
２
６
３

　で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　緊
急
時
に
迅
速
か
つ
確
実
な
情

報
伝
達
が
で
き
る
よ
う
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
に
よ
る
全
国
一
斉
情
報
伝

達
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
訓
練
実
施
日
時

　８
月
29
日
㈬
　午
前
11
時

▼
防
災
無
線
か
ら
の
放
送
内
容

♪
上
が
り
チ
ャ
イ
ム
音

　「こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

　ス
ト
で
す
。」

　「こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
か
わ

　に
し
で
す
。」

♪
下
が
り
チ
ャ
イ
ム
音

※
放
送
内
容
は
予
定
で
す

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

　
　
　
　
　

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
１
２

▲いよいよ佳境 放水始め！

避難情報の種類 発令時の状況 住民のみなさんに求める行動

避難指示
（緊急）

災害の前兆現象発生や切迫し
た状況から人的被害が発生す
る可能性が非常に高まってい
る（または発生した）状況

●避難中の方は確実に避難を完了してください
●まだ避難していない方はすぐ避難所に向かってください
●避難するのに時間的な余裕がない場合は、生命を守る最
　低限の行動をしてください

避難勧告
避難できる方は避難を始めな
ければならない状況
人的被害が発生する可能性が
さらに高まっている状況

●避難所へ避難を始めてください

避難準備
高齢者等避難開始

避難するのに時間がかかる要
配慮者は避難を始めなければ
ならない状況

●高齢者、病人、障がい者の方は支援者とともに避難所へ
　早めの避難を始めてください
●非常持出袋をよういするなどいつでも避難できるように
　準備してください

自主避難 災害の危険が迫っていると自
ら判断した場合の避難

●必要に応じて地域の公民館などに避難してください
●避難中の食事や生活必需品はご自分で用意してください

避難情報を正しく理解して災害に備えましょう
　広報車や防災無線、サイレンなどを通じて町が出す避難情報には、状況によって違いがあります。
　この機会に避難情報の違いを覚えて、自分が避難すべきタイミングをチェックしておきましょう。
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玉
庭
地
区
で
生
ま
れ
る
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
玉
庭
夏
ま
つ
り
・
あ
す
な
ろ
青
空
演
奏
会
～

　町
衛
生
組
織
連
合
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
、
ダ
リ
ヤ
園
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
水
路

の
清
掃
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
の
活
動
は
ダ
リ
ヤ
園
の
開
園
前
に
合
わ

せ
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
今
年
は
20
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　と
て
も
暑
い
中
、
約
１
５
０
ｍ
の
水
路
に

た
ま
っ
た
落
ち
葉
や
雑
草
な
ど
を
、
ス
コ
ッ

プ
や
手
で
バ
ケ
ツ
１
０
０
杯
分
ほ
ど
片
付
け

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
き
れ
い
な
水
路
に
な

り
ま
し
た
。

　町
衛
生
組
織
連
合
会
の
み
な
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

開
園
前
に
ダ
リ
ヤ
園
を
き
れ
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　～
町
衛
生
組
織
連
合
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
～

▲水路を清掃する町衛生組織連合会のみなさん

　ド
イ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ー
ゲ
ン
ト
（
ス
ポ
ー

ツ
連
盟
青
少
年
部
門
）
か
ら
16
～
20
歳
の
ド

イ
ツ
人
少
年
少
女
８
名
が
来
町
し
、
町
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
員
ら
18
名
と
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
通
し
た
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
置
賜
地
区
協
議
会
が

主
管
す
る
こ
の
事
業
で
、
町
が
ド
イ
ツ
人
青

少
年
を
受
け
入
れ
る
の
は
20
年
ぶ
り
４
回
目

で
す
。

　グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
は
、
同
じ
組
の
人

と
ド
イ
ツ
式
の
じ
ゃ
ん
け
ん
で
打
順
を
決
め

た
り
、
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
時
に
ハ
イ
タ
ッ
チ

す
る
な
ど
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
　

ド
イ
ツ
の
少
年
少
女
た
ち
が
来
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

日
独
交
流
～

▲参加者全員がドイツとの交流を深めた

８/４ 7/16

　7
月
15
日
㈰
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
お
も

い
で
館
で
「
自
然
、
ふ
れ
あ
い
玉
庭
夏
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
玉
庭
地
区
の
方
々
を
は

じ
め
、福
島
県
か
ら
も
多
く
の
方
が
参
加
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　目
玉
企
画
で
あ
る
紙
ひ
こ
う
き
大
会
。
約

45
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
自
分
た
ち
で
工
夫

を
凝
ら
し
て
飛
行
機
を
作
り
、
時
折
強
く
吹

く
風
を
読
み
な
が
ら
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。

　前
進
、
旋
回
、
後
退
、
上
昇
、
急
降
下
な

ど
予
想
で
き
な
い
動
き
を
見
せ
た
飛
行
機
。

最
長
記
録
は
24
ｍ
で
し
た
。

　７
月
29
日
㈰
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芸
術
村
あ
す

な
ろ（
神
奈
川
県
川
崎
市
）が
主
催
す
る「
青

空
演
奏
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　音
楽
に
励
む
小
学
生
30
名
や
指
導
者
な
ど

が
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
お
も
い
で
館

を
拠
点
に
５
泊
６
日
の
合
宿
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
農
業
体
験
や
自
然
観
察
な

ど
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　成
果
発
表
の
場
と
な
っ
た
今
年
で
33
回
目

の
演
奏
会
に
は
、
地
区
住
民
な
ど
約
40
名
が

足
を
運
び
、
歌
声
や
楽
器
演
奏
に
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
合
宿
参
加
者
全
員
に

よ
る
『
ボ
レ
ロ
』
の
演
奏
は
20
分
以
上
に
も

及
び
、
終
盤
に
か
け
て
様
々
な
楽
器
の
演
奏

が
重
ね
ら
れ
て
い
く
様
子
は
、
大
迫
力
で
圧

倒
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

▲風に影響されながらも盛り上がった紙ひこうき大会▲『ボレロ』を演奏する芸術村あすなろのみなさん
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　今年は町田市からの参加者が例年より少なかったの
ですが、例年どおり子どもたちのうれしそうな顔を見
ることができて良かったです。
　また、東沢小学校が閉校したことで、今までやん
ちゃ留学でやってきた内容を変更せざるを得ない部分
があったため、苦労した面もあります。
　こういった活動は、東沢地区内の若者が集まる機会
にもなりますし、「未来の若者」となる子どもたちと
関わる機会にもなりますので、私たちのような活動を
知ってもらえるきっかけになっています。

髙橋秀典さん（上奥田）
　ヤング班として活動中

ヤング班活動を
　　知ってほしい

　地区の若者団体ヤング
班の一員として、流しそ
うめん体験の運営や、流
しそうめんで使う竹箸づ
くり体験の指導を通して
やんちゃ留学に携わりま
した。

　今回は「田舎の子どもたちと遊ぶことを楽しみに来
る町田市の子どもたちのために」という想いで一生懸
命取り組みました。
　東沢小学校が閉校したことによる今までと異なるス
タイルでのやんちゃ留学は、正直難しい部分もありま
した。そのような状況の中で、東沢地区のみなさんと
最善のやり方を模索し、実行できたのはとても良い経
験になりました。
　自分以外の地域おこし協力隊のみなさんにも支えて
いただき、無事終えることができました。

鈴木篤史さん
地域おこし協力隊としてや
んちゃ留学に関わった

東沢地区の　　　
　パワーを感じた

　地域おこし協力隊の地
域派遣活動の一環で、参
加者の募集や子どもたち
の滞在スケジュール作成
など、今回のやんちゃ留
学の運営全般に関わりま
した。

「
ま
ち
だ
夢
里
の
会
」
が
発
足

　長
年
の
交
流
の
結
果
、
町
田
市
に
「
ま
ち
だ
夢

里
の
会
」
と
い
う
東
沢
フ
ァ
ン
で
あ
る
留
学
生
保

護
者
の
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
組
織
は
、
留
学
後
に
定
期
的
に
開
催
さ
れ

る
同
窓
会
の
運
営
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
東
沢
地
区
収
穫

感
謝
祭
」
の
際
に
、
２
年
に
１
回
、
町
田
市
か
ら

同
窓
生
40
名
ほ
ど
が
、
は
る
ば
る
東
沢
地
区
を
訪

れ
る
か
た
ち
で
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　東
沢
地
区
の
農
産
物
や
、地
区
の
女
性
組
織「
東

沢
夢
工
房
」
が
加
工
販
売
す
る
伝
統
の
味
噌
漬
け

や
山
菜
の
加
工
品
。
こ
れ
ら
の
販
売
に
関
し
て
も
、

ま
ち
だ
夢
里
の
会
が
都
会
で
の
販
売
拠
点
と
な
り
、

東
沢
の
農
産
物
が
都
会
に
進
出
す
る
の
に
、
一
役

買
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
ほ
か
、
ま
ち
だ
夢
里
の
会
会
員
が
自
主
的

に
東
沢
地
区
を
訪
問
す
る
な
ど
、
交
流
の
広
が
り

を
見
せ
て
お
り
、
東
沢
地
区
の
強
力
な
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

東
京
の
お
に
ぎ
り
チ
ェ
ー
ン
店
で

　東沢
の
お
米
が
使
わ
れ
て
い
る

　　

町
田
市
か
ら
や
ん
ち
ゃ
留
学
に
参
加
し
た
児
童

の
保
護
者
が
、
大
手
お
に
ぎ
り
チ
ェ
ー
ン
「
お
む

す
び
権
兵
衛
」
を
手
が
け
る
店
舗
開
発
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
だ
っ
た
こ
と
を
縁
に
、
お
む
す
び
権
兵
衛

が
使
用
す
る
米
と
し
て
、
東
沢
地
区
の
米
を
販
売

す
る
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　お
む
す
び
権
兵
衛
は
、
首
都
圏
を
中
心
に
約
45

店
舗
を
展
開
す
る
大
手
チ
ェ
ー
ン
で
す
。

　お
む
す
び
権
兵
衛
が
使
用
す
る
お
に
ぎ
り
用
の

米
は
、
除
草
剤
１
回
基
準
の
特
別
栽
培
米
で
す
。

特
別
栽
培
米
を
安
定
供
給
す
る
た
め
、
や
ん
ち
ゃ

留
学
の
受
け
入
れ
農
家
や
認
定
農
業
者
で
組
織
す

る
会
社
（
㈱
東
沢
米
翔
）
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
お
に
ぎ
り
用
米
の
取
引
を
平
成
19
年
か
ら

開
始
し
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
お
む
す
び
権
兵
衛
を
運
営
す
る
㈱
イ
ワ

イ
（
東
京
都
）
の
新
入
社
員
研
修
を
地
区
で
受
け

入
れ
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

や
ん
ち
ゃ
留
学
が
東
沢
地
区
に
も
た
ら
し
た
も
の
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人
口
減
少
や
高
齢
化
、
地
域
の
結
び
つ
き

の
希
薄
化
に
対
応
し
よ
う
と
、
大
塚
地
区
南

方
公
民
館
に
て
「
か
わ
に
し
出
前
講
座
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　南方
公
民
館
が
主
催
し
た
こ
の
講
座
に

は
、
町
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
大
塚
駐
在

所
、
地
域
住
民
な
ど
約
70
名
が
参
加
し
、
住

民
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
の
大
切
さ

を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
座
談
会
で
は
、
介
護
保
険
の
仕
組
み
と
手

続
き
、
住
民
同
士
の
支
え
合
う
福
祉
活
動
の

手
助
け
、
運
転
免
許
証
の
返
納
な
ど
を
、
詳

し
く
、
わ
か
り
や
す
く
講
話
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
地
域
は 

自
分
た
ち
で
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
か
わ
に
し
出
前
講
座
を
開
催
～

▲多くの住民が参加し、耳を傾けた

7/12

　玉
庭
地
区
出
身
で
、
愛
知
大
学
を
創
設
し

た
法
律
学
者
の
本
間
喜
一
先
生
を
顕
彰
す
る

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
約
１
３
０
名
が
講
演

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　講
演
会
で
は
、
愛
知
大
学
地
域
政
策
学
部

教
授
の
功く

ぬ
ぎ刀
由
紀
子
さ
ん
と
、
本
間
喜
一
顕

彰
会
名
誉
会
長
の
越お

ち
ま
こ
と

知
專
さ
ん
の
お
２
人
に

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
の
う
ち
越
知
さ
ん
は
、本
間
先
生
が「
人

を
愛
し
、
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
物
事

に
取
り
組
み
、
自
ら
も
喜
び
を
感
じ
る
」
人

だ
っ
た
と
語
り
、
学
生
愛
・
同
僚
愛
に
満
ち

た
人
物
像
を
賞
賛
し
て
い
ま
し
た
。

様
々
な
視
点
で
語
ら
れ
る
本
間
イ
ズ
ム

　
　
　
　
　～
愛
知
大
学
創
設
者 

本
間
喜
一
先
生
を
顕
彰
す
る
講
演
会
～

▲本間喜一先生のエピソードを語る越知專さん

7/14

　４
コ
ー
ス
36
ホ
ー
ル
の
川
西
ダ
リ
ヤ
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
、
７
月
14
日
㈯

に
は
安
全
祈
願
祭
と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
で
は
、
８
名
の
方
々

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
な
さ
れ
た
後
、
始

球
式
が
行
わ
れ
、
小
松
小
学
校
２
年
生
の
渡

部
芽め

い生
さ
ん
（
上
小
松
）
が
緊
張
し
な
が
ら

も
、
し
っ
か
り
と
ク
ラ
ブ
を
振
り
抜
き
ま
し

た
。　式

典
後
に
は
オ
ー
プ
ン
を
待
ち
わ
び
た
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
方
々
が
、
新
し
い
コ

ー
ス
で
の
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

川
西
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　～
安
全
祈
願
祭
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
を
挙
行
～

▲始球式でショットを見せる渡部芽
め い
生さん

　有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止
に
向

け
た
電
気
柵
設
置
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　東
沢
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
こ
の

日
は
初
め
て
電
気
柵
を
設
置
す
る
方
、
す
で

に
設
置
し
て
い
る
方
、
電
気
柵
に
関
心
が
あ

る
方
な
ど
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　野
生
動
物
の
特
性
や
電
気
柵
の
仕
組
み
な

ど
を
研
修
し
た
後
、
同
地
区
内
の
電
気
柵
設

置
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

支
柱
の
立
て
方
や
電
線
を
張
る
位
置
な
ど
の

質
問
が
相
次
ぎ
、
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま

し
た
。

有
害
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
電
気
柵
設
置
安
全
講
習
会
～

▲実際に電気柵を見ながら研修した

6/29

7/14
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年　度 主催団体 名　称 賞の内容
平成 19年度 博報児童教育振興会 博報賞（教育活性化部門）

平成 20年度
ＮＨＫ

全国農業協同組合中央会
日本農業賞（特別部門）

第５回食の架け橋賞
優秀賞

平成 21年度 日本森林技術協会 山村力コンクール 林野庁長官賞（最優秀賞）

平成 22年度
農林水産省 食と地域の「絆」づくり　優良事例

あしたの日本を創る協会
あしたのまち・くらしづくり

活動賞
主催者賞

平成 23年度 オーライ！ニッポン会議 オーライ！ニッポン大賞 審査委員会長賞

平成 24年度
農林水産省

日本農林漁業振興会
豊かなむらづくり全国表彰
（東北ブロック）

農林水産大臣賞

平成 28年度 農林水産省 ディスカバー農山漁村の宝

こ
ん
な
工
夫
も
！

　
　
　

　
　
東
沢
の
地
域
づ
く
り

東
沢
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

　
　
　
　

　
　
　
　
　
「
夢
里
創
造
研
究
所
」

　東
沢
地
区
の
経
営
母
体
「
東
沢
地
区
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
会
議
」
に
付
随
す
る
形
で
、
地
域

振
興
を
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク

と
し
て
「
夢
里
創
造
研
究
所
」
と
い
う
組
織
が
あ

り
ま
す
。

　こ
の
組
織
は
、
米
・
加
工
品
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド

化
や
特
産
品
開
発
な
ど
の
産
業

振
興
を
推
進
す
る
ほ
か
、
若
者

の
定
住
に
向
け
た
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　最
近
で
は
、
旧
東
沢
小
学
校

跡
地
の
利
活
用
に
向
け
た
協
議

も
こ
の
組
織
が
行
っ
て
い
ま
す
。

隣
組
長
に
も
研
修
の
機
会
を

　自
治
会
長
や
地
区
内
各
団
体
の
代
表
者
で
構
成

さ
れ
る
「
運
営
委
員
会
」
と
、
隣
組
長
約
20
名
合

同
で
、
年
２
回
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　研
修
で
は
、
地
区
計
画
の
内

　
　
　
　
　
　
　容
や
推
進
状
況
、
年
間
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　説
明
を
通
し
て
、
よ
り
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　住
民
に
と
っ
て
、
東
沢
地
区
の

　
　
　
　
　
　
　地
域
づ
く
り
を
深
く
理
解
す
る

　
　
　
　
　
　
　こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

東
沢
地
区
で
は
、
町
の
総
合
計
画

と
の
整
合
性
を
意
識
し
て
策
定
さ
れ

た
地
区
計
画
に
基
づ
く
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
お
り
、
現
在
、
５
か
年
計

画
で
あ
る「
第
３
期
東
沢
地
区
計
画
」

の
３
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　東
沢
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業

は
、
依
然
と
し
て
「
担
い
手
不
足
」

で
、
そ
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

を
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
先
の
人
口
減
少
は
避
け
ら

れ
ず
、
地
区
の
中
の
数
々
の
役
職
の

担
い
手
も
今
後
不
足
し
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
通
り
に

い
か
な
く
な
る
部
分
が
出
て
く
る
こ

と
か
ら
、
地
区
内
組
織
の
見
直
し
も

い
ず
れ
必
要
に
な
り
ま
す
。

　移
住
・
定
住
に
向
け
た
取
り
組
み

も
、
重
点
課
題
の
一
つ
で
す
。
移
住

者
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
毎
年
数
人

い
る
も
の
の
、
さ
ら
に
移
住
・
定
住

を
推
進
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て

い
ま
す
。
定
住
は
ヤ
ン
グ
班
、
移
住

は
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
人
口
減
少

に
立
ち
向
か
い
た
い
で
す
。

　今
年
７
月
に
東
京
大
学
農
学
部
ゼ

ミ
に
よ
る
現
地
調
査
が
東
沢
地
区
に

入
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果
物
と
し
て
、

今
後
の
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、

夢
里
創
造
研
究
所
の
中
で
今
後
の
策

に
つ
い
て
、
協
議
を
深
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　全
国
的
に
注
目
い
た
だ
く
こ
と
が

多
い
東
沢
地
区
の
地
域
づ
く
り
。
現

在
、
地
域
づ
く
り
の
シ
ス
テ
ム
が
あ

る
程
度
確
立
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

関
わ
る
住
民
の
数
を
も
っ
と
多
く
で

き
れ
ば
尚
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
区
の
取
り
組
み
に
関
心
が
薄
い
方

も
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
方
も
巻

き
込
ん
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
今
後
の
東
沢
地
区
を
よ
り

良
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

東沢地区協働の
まちづくり推進会議
事務局長
小方啓一さん
（上奥田）

多
く
の
住
民
が
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
ほ
し
い

東
沢
の
地
域
づ
く
り
は

　

　
高
い
評
価
を

　
　
　
　

　
　
受
け
て
い
ま
す

5　町報かわにし 平成３０年８月１５日
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８月の町税等 川西町の人口

15,289 人　（－ 32）
男　　　7,486 人（－ 11）
女　　　7,803 人（－ 21）
世帯数　5,088 世帯 ( － 6)

※７月末日現在の住民基本台帳人口

●町・県民税　　　　　　（２期）
●国民健康保険税　　　　（２期）
●介護保険料　　　　　　（２期）
●後期高齢者医療保険料　（２期）
●上下水道使用　　（７月使用分）
口座振替日　８月２８日㊋
納付期限　　８月３１日㊎

【おめでとう そして ありがとう】
は、７月に掲載の申し込みがあっ
た方のみ掲載しています。
氏名は、申込書のとおり掲載して
いますので、戸籍や住民基本台帳
の表記と異なる場合があります。

…７月受付分…

氏名 年齢（満） 大字

髙橋はる子 ９２ 玉　庭
池田　よツ ９６ 時　田
奥村　とよ ８５ 黒　川
内谷美世子 ７８ 下奥田
安部カホル ９９ 西大塚
大木　たか １０７ 時　田
平　　重憲 ６５ 洲　島
伊藤　彦弥 ８３ 吉　田
山口　しけ ８７ 大　塚
後藤　昭一 ９１ 上小松
鷲尾　ヤエ ８３ 上小松
髙橋　ゑい ８６ 吉　田
丹野　正德 ７７ 高　山
遠藤　ふく ９８ 朴　沢
狗川　ユキ ８９ 上小松
須貝　まつ ９２ 小　松
黒沢　真澄 ６１ 堀　金
飯澤　六郎 ７８ 西大塚
小関　伊助 ９５ 東大塚
小杉　　栄 １００ 洲　島
近野　昭三 ９０ 尾長島
髙橋　克己 ９２ 洲　島

新郎　　　　　　　新婦 大字

川崎　義和 ♥ 我妻樹里亜 時　田
大木　裕輔 ♥ 菊池　直美 大　舟
高橋　隆典 ♥ 加藤　　瞳 小　松

氏名 性別 保護者 大字

佐藤　杏
あ ん り

莉 女 忍 ・ 千夏 高　山
島貫　結

ゆ づ き
月 女 隼 ・結花里下小松

松浦　圭
け い ご

吾 男 佑介 ・ 愛 上小松
菅野　修

しゅうご
伍 男 勇 ・詩寿恭時　田

小関　日
ひ な た

向 女 孝大 ・麻衣子上小松
川崎　心

こ は る

晴 女 和晴 ・ 絹 黒　川
中川実

み の り

乃李 女 秀人 ・ 桃菜 玉　庭
洞内　優

そ ら

空 男 清志 ・ 麻耶 上小松
田制　芽

め い

依 女 一貴 ・ 愛 西大塚

おめでとう そして ありがとう

ようこそ赤ちゃん ９名

ご結婚おめでとう　３組

ご冥福を祈ります

ジジと一緒にパックン！元気に育ちますように
　　　○撮影：勝見佳奈（下小松）
　　　○撮影場所：五番公民館の前

あなたの「かわにし映え」する写真毎月 3組募集中！

　あなたが撮った、「町の風景・スポット・人」の写真を大募集。「氏
名」「住所・電話番号」「写真の説明（２0字前後）」を記入し、写
真を添付してメールでご応募ください。応募写真は、ホームページ・
フェイスブックでも掲載させていただきます。
▶ 次号募集期間：８月１５日㈬～８月３１日㈮
▶ 応募先：koho@town.kawanishi.yamagata.jp→
▶ その他：詳細は町ホームページをご覧ください。
※応募者は、注意事項を承諾していただいたものとみなします。

©大坪聡一郎ジジと一緒にパックン！元気に育ちますように

わが家から見える大好きな景色です
○撮影：荒井和子（下奥田）
○撮影場所：自宅の前

わが家から見える大好きな景色です

【特集】東沢でしかできない体験を
～やんちゃ留学からみえる東沢地区の地域づくり～

　32
年
前
の
昭
和
61
年
。
東
沢
地
区
に
お
い

て
そ
の
年
に
産
ま
れ
た
子
ど
も
は
２
人
だ
け
。

当
時
、
押
し
寄
せ
る
少
子
化
の
激
し
さ
に
、

小
学
校
の
存
続
や
教
育
の
質
の
維
持
、
さ
ら

に
は
地
区
の
存
続
自
体
に
も
危
機
感
を
覚
え

る
住
民
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　そ
ん
な
中
、
地
区
の
有
志
が
農
都
交
流
を

起
爆
剤
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
検
討
し
、
地

区
内
の
全
戸
が
加
入
す
る
「
山
村
留
学
協
力

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
町

と
同
じ
く
ダ
リ
ア
園
を
有
す
る
東
京
都
町
田

市
の
小
学
生
た
ち
を
地
区
で
受
け
入
れ
る

「
み
ち
の
く
や
ん
ち
ゃ
留
学
」
を
通
し
た
交

流
を
始
め
た
取
り
組
み
は
、
現
在
ま
で
続
い

て
い
ま
す
。

　や
ん
ち
ゃ
留
学
は
、
東
沢
地
区
に
何
を
も

た
ら
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
町
田
市

か
ら
の
参
加
者
や
地
区
住
民
に
と
っ
て
、
や

ん
ち
ゃ
留
学
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　ぼ
ん
や
り
と
聞
こ
え
が
ち
な
「
地
域
づ
く

り
」。
今
回
は
、
今
年
行
わ
れ
た
「
み
ち
の

く
や
ん
ち
ゃ
留
学
」
の
模
様
や
東
沢
地
区
の

み
な
さ
ん
の
声
を
も
と
に
、
改
め
て
「
地
域

づ
く
り
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

みちのくやんちゃ留学
データあれこれ

◆今年で２８回目
　※平成３年から実施
◆いままでの留学生数
　【短期留学】７８２名
　【長期留学】 ４５名
　※長期は学期単位

永
ながめ
目俐

りひ と
仁くん（５年生）

　初めて流しそうめんを
体験できたのが良い思い
出です。米沢牛のＢＢＱ
もとてもおいしかったで
す。

美
み の べ
濃部篤

あつや
哉くん（５年生）

　町田市にはない自然や
虫を発見することができ
ました。知らない名前の
虫を実際に見ることがで
きて良かったです。

北川蒼
そうた
大くん（４年生）

　田舎の良いところ、都
会の良いところを両方実
感できる刺激的な時間で
した。魚釣りが楽しかっ
たです。

東
京
都
町
田
市
の

　
　
　
　

　小
学
生
た
ち
全
員
に

　
　

　
　参
加
し
た
感
想
を

　
　

　
　
　お
聞
き
し
ま
し
た
！

～
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
～

町報かわにし　2平成３０年８月１５日 町報かわにし　24平成３０年８月１５日

みんなで
食 育

　暑い日が続き、さっぱりしたものや冷たいも
の、同じものばかり食べていませんか？栄養の
偏りは、さらなる夏バテを招くことも。バラン
スよく食べることを心がけましょう。

　午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

　８
月
の
定
休
日
：
８
月
22
日
㈬

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
６
４

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

偏った食事に
なっていませんか？

美
味
し
さ
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

　
森
の
マ
ル
シ
ェ
の
よ
う
な
直
売
所
が
出

来
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
ま
し
た
。
出

荷
者
と
し
て
町
の
活
性
化
に
関
わ
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

　ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
夏
野
菜
の
新
定
番
に

な
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
そ
の
美

味
し
さ
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。 川崎 洋一 さん

（ 時 田 ）

　今
月
の
旬
の
食
材
は
「
ズ
ッ
キ
ー
ニ
」

で
す
。
緑
で
細
長
い
形
か
ら
き
ゅ
う
り
の

仲
間
だ
と
誤
解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は

か
ぼ
ち
ゃ
の
一
種
。
一
方
、
食
味
は
な
す

に
近
く
、
ほ
の
か
な
甘
み
と
苦
み
が
特
徴

で
す
。
β-

カ
ロ
テ
ン
が
豊
富
で
、
そ
の

他
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
類
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　イ
タ
リ
ア
料
理
や
フ
ラ
ン
ス
料
理
な
ど

に
よ
く
使
わ
れ
る
ズ
ッ
キ
ー
ニ
で
す
が
、

日
本
で
広
ま
り
始
め
た
の
は
１
９
８
０
年

代
か
ら
。
現
在
は
一
般
家
庭
で
も
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
出
荷
量
、
消
費
量
と

も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　フ
ラ
ン
ス
料
理
「
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ
」
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
加
熱
調
理
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
生
食
も
可
能
で
す
。

薄
切
り
に
し
て
浅
漬
け
や
ピ
ク
ル
ス
な
ど

に
す
る
と
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

ズッキーニの
からし和え

✿ 材料＜４人分＞
○ズッキーニ　　　２本
○塩　　　　　　　小さじ１／２
○酢　　　　　　　大さじ２　　
○はちみつ　　　　大さじ１
○練からし　　　　小さじ１
○すりごま（白）　 大さじ２

✿ 作り方
①ズッキーニは縦半分にし、５ｍｍ厚の半月切りして   
　塩でもむ。
②酢とはちみつ、練からしを混ぜておく。
③ズッキーニの水気を絞り、②で混ぜたものを和えて
　しばらくおいて、味をなじませる。
④器に盛り付け、白ごまをふりかける。

問町健康福祉課　健康推進グループ　☎４２ー６６４０
( 一人分当たり：エネルギー 59kcal　 塩分相当量　0.8 ｇ　野菜 80 ｇ )

加熱しても生でも美味！
夏野菜の新定番

食事に３つの仲間をとりいれましょう

ごはん

麺・パン

エネルギー

の素

肉・魚・卵

大豆製品

乳製品

筋肉や骨をつくる

たんぱく質が豊富

野菜・海藻

きのこ

体を整える

ビタミン・ミネラル・

食物繊維が豊富

工藤海
かいや
也くん（４年生）

　白いご飯がおいしくて
ご飯が好きになりました。
食べ物はおいしいし、自
然がいっぱいで、良い夏
休みになりました。

尾瀬拓
たくま
真くん（４年生）

　町田市ではあまり見え
ない星空がきれいに見え
てうれしかったです。毎
日つや姫のご飯を食べら
れて幸せでした。

鈴木乃
の ん
穏さん（３年生）

　周りの自然や田んぼ
アートなどを見ることが
できて良かったです。４
日間ずっと楽しく過ごせ
ました。

羽
は ぶ
生朱

あか ね
音さん（３年生）

　星空観察でいろんな星
座や土星がはっきり見え
て感動しました。食べ物
もおいしかったので、ま
た山形に来たいです。

佐藤悠
ゆうが
河くん

（小松小５年生）
　昨年も参加して町田の子
どもたちと仲良くなりまし
た。一緒にサッカーやかく
れんぼをして楽しく過ごせ
ました。

佐々木那
な な み
菜美さん

（小松小５年生）
　今年も町田市の子と交流
したいと思い参加しました。
今年から通う小松小で新し
い友だちができた経験があ
るからこそ、町田の子ども
たちとも昨年に比べてすぐ
仲良くなれました。

齋藤玲
れいな
奈さん

（小松小１年生）
　楽しそうなイベントだっ
たので初めて参加しました。
町田市の子たちと一緒に流
しそうめんを食べられたこ
とが思い出に残りました。

東
沢
地
区
の
小
学
生
に
感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
！

やんちゃな留学生たち 滞在の思い出

　東京都からはるばる山形県川西
町にやってきた留学生たち。東沢
地区に向かう道中、初めて田んぼ
アートを見てびっくり！
　受け入れ式では少し緊張しなが
らも、一人ひとり自己紹介。
　長旅の疲れはどこへやら、元気
いっぱいにホールで遊びました。

【１日目】

　地区の若者（ヤング班）に指導
されながら、竹棒を削って箸づく
り。出来た手づくりの箸で流しそ
うめんを堪能した子どもたちは満
面の笑みでした。
　魚釣りや夜の星空観察も行い、
夏の思い出盛りだくさんな一日を
過ごしました。

【３日目】

　この日から東沢地区の小学生も
合流し、お昼ご飯に手づくりのピ
ザづくりに挑戦！焼き上げはなん
と一斗缶で出来た釡です。
　午後は、フィールドアスレチッ
クやネイチャーゲームを体験。そ
の後も元気に夜まで遊び続けるパ
ワフルな子どもたちでした。

【２日目】

　毎朝恒例のラジオ体操、お掃除
散歩のあと、最後の朝食を終えて
東沢地区とはお別れです。
　かわにし森のマルシェでお土産
を買ったあとは、いよいよ解散式。
４日間の思い出を語り合いながら
昼食をとり、子どもたちは帰路に
就きました。

【４日目】　≪最終日≫
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　表
紙
を
飾
っ
た
ズ
ッ
キ
ー
ニ
農
家
の
お
孫
さ
ん

は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
収
穫
作
業
を
す
す
ん
で
手

伝
う
そ
う
で
す
。
学
校
で
の
学
び
も
も
ち
ろ
ん
大

切
で
す
が
、
夏
休
み
中
の
家
業
の
お
手
伝
い
も
貴

重
な
学
び
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　国
内
観
測
史
上
の
最
高
気
温
が
記
録
さ
れ
る
ほ

ど
の
暑
さ
、
西
日
本
や
県
内
で
豪
雨
災
害
が
発
生

す
る
な
ど
、
今
年
は
異
常
気
象
の
夏
で
す
。
災
害

時
に
テ
レ
ビ
で
見
か
け
る
「
避
難
指
示
」「
避
難

勧
告
」
を
本
号
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
際
に

意
味
を
覚
え
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　悠

　
　編

　後
　集

　記　みちのくやんちゃ留学に参加した東京の子ども
たちが口をそろえて話したのは「米沢牛のバーベ
キューがとても美味しかった」ということ。山形が
誇るブランド牛をまた食べに来てほしいものです。

　ＪＲＣ活動を通して集まった募金を、本町と交流のある岩手県大槌町へ届けてもらおうと、町役場を訪れまし
た。昨年は修学旅行で大槌町を訪ね、直接大槌町長に募金を渡しています。現地で復興の様子を目の当たりにし
ましたが「まだまだ続けなくては」と感じ、今年も募金活動に取り組んだそうです。募金を大槌町に届けるこの
取り組みは、今年で８年目を迎えます。
　原田町長に募金を手渡した２人は「大槌町が一日でも早く復興してほしい」「大槌町が明るく元気な場所に戻っ
てほしい」との願いを話してくれました。

玉庭小学校児童会　会　長　大木明
あ か り
香里さん（６年生）　【写真中央】

　　　　　　　　　副会長　齋藤　実
み お
桜さん（６年生）　【写真右】

未来に向かって　～第２９回～
岩手県大槌町の一日でも早い復興を！

◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

おいしいズッキーニ めしあがれ！

◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

平成30年平成30年平成30年

88
vol 1171～夏休みに収穫をお手伝い～

◆町ホームページ◆
町の情報を要チェック！


